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叙
勲
等

11
月
５
日（
日
）県
文
教
会
館
に
お

い
て
、
豊
か
な
心
を
育
む
県
民
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
、

与
野
木
秀
昭
さ
ん（
豊
か
な
心
を
育

む
内

町
民
会
議
・
体
験
学
習
推
進

委
員
長
）が
、
心
の
教
育
推
進
感
謝
状

を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
受
賞
者

を
代
表
し
、
県
民
大
会
宣
言
も
さ
れ

ま
し
た
。

与
野
木
秀
昭
さ
ん
は
、
平
成
14
年

度
か
ら
豊
か
な
心
を
育
む
内

町
民

会
議
・
体
験
学
習
推
進
委
員
を
務
め

ら
れ
、
本
年
度
は
同
委
員
長
と
し
て
、

体
験
活
動
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
の

心
の
教
育
を
推
進
し
、
そ
の
功
績
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
。
内

町
子
ど
も

会
連
絡
協
議
会
の
役
員
も
歴
任
さ

れ
、
平
成
16
年
度
か
ら
は
会
長
を
務

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

心
の
教
育
推
進
感
謝
状
受
賞

故
・
倉
本
龍
彦
氏
に
瑞
宝
双
光
章
が
お
く
ら
れ
、
妻
千
鶴
子
さ
ん

が
内

町
役
場
に
て
勲
記
な
ど
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

倉
本
氏
は
昭
和
41
年
津
幡
中
学
校
教
諭
と
し
て
教
壇
に
立
っ
て

以
来
、
平
成
14
年
に
定
年
退
職
さ
れ
る
ま
で
の
36
年
間
の
永
き
に

わ
た
り
中
等
教
育
、
地
方
教
育
行
政
全
般
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
間
内

中
学
校
教
頭
、
県
教
育
委
員
会
教
職
員
課
長
、

県
教
育
委
員
会
教
育
次
長
、
内

中
学
校
長
な
ど
を
歴
任
、
情
報

教
育
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
ま
た
教
員
の
指
導
力
・
人
格

形
成
を
も
踏
ま
え
た
研
修
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
な
ど
、
石
川
県

の
学
校
教
育
の
振
興
発
展
に
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

平
成
18
年
度
石
川
県
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
功
労
者
及
び
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

優
良
団
体
表
彰
式
が
11
月
１
日
に

行
わ
れ
、
内

町
か
ら
は
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
優
良
団
体
と
し
て
内

町

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
が
石
川
県
知

事
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

石
川
県
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団
体
表
彰

昭
和
28
年
か
ら
昭
和
61
年
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
の
33

年
以
上
の
永
き
に
わ
た
り
、
日
本
国
有
鉄
道（
国
鉄
）で

金
沢
駅
を
中
心
に
勤
務
さ
れ
、
鉄
道
業
務
の
円
滑
な
遂

行
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
車
掌
や
運
転
係
を
経

て
内
勤
助
役
、
改
札
助
役
等
の
各
部
署
の
助
役
、
金
沢
管

理
駅
副
駅
長
を
歴
任
。
ま
た
、
初
め
て
駅
に
門
松
を
置
い

た
り
、
ご
自
身
が
作
成
し
た
職
員
教
育
用
の
ス
ラ
イ
ド

が
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
労
働
大
臣
賞
に
輝
く
な
ど
、
工

夫
を
重
ね
て
業
務
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

「
国
鉄
に
い
て
国
鉄
の
仕
事
が
で
き
る
の
は
当
り
前
で

す
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
何
か
人
と
は
違
う
こ
と
は
で

き
な
い
か
と
い
つ
も
考
え
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
ま
し

た
。
勲
章
を
も
ら
え
る
と
は
夢
に
も
思
っ
て
お
ら
ず
、
驚

い
て
い
ま
す
。
ま
わ
り
の
方
々
の
支
援
の
お
か
げ
で
す
。」

と
喜
び
の
言
葉
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

西村康二氏
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パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

こ
の
た
び
「
日
本
女
性
会
議
２
０
０
６
下
関
」
に
出
席
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
基
調
講
演
や
分
科
会
で
い
ろ
い
ろ
な
立
場
か
ら
の
お
話

を
聞
き
、
自
分
自
身
の
意
識
の
改
革
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

強
く
感
じ
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
と
い
う
言
葉
は
以
前
か
ら
聞
い
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
そ
れ
が
わ
が
身
と
ど
う
関
わ
っ
て
く
る
の
か
を
考
え
る
こ

と
も
な
く
、
他
人
事
と
考
え
て
生
活
し
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

近
年
、
少
子
高
齢
化
、
青
少
年
犯
罪
の
増
加
、
幼
児
虐
待
、
不
登

校
、
引
き
こ
も
り
な
ど
た
く
さ
ん
の
社
会
問
題
が
深
刻
化
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
我
々
自
身
が
高
齢
に
な
っ
た
と
き
は
ど
の
よ
う

な
社
会
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
多
少
の
不
安
を
抱
き
つ
つ
も
、

そ
う
な
っ
た
ら
誰
か
が
何
と
か
し
て
く
れ
る
と
軽
く
考
え
、
日
々

不
平
を
漏
ら
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
自
分
た
ち
で
な
か
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
現
実
味
を
帯
び
て
く
る
今
日
に
お
い

て
、「
Ｗ
ｅ
ａ
ｒ
ｅ
〜
　
わ
か
ら
な
い
か
ら
信
じ
あ
う
。
知
ら
な
い
か

ら
学
び
あ
う
。」
の
言
葉
と
共
に
、
少
子

高
齢
化
社
会
に
向
け
て
実
現
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
男
女
共
同
参
画
社
会
、
地

域
、
そ
し
て
行
政
と
足
並
み
を
揃
え
た

参
画
社
会
を
目
指
し
て
、
そ
の
中
で
私

の
で
き
る
こ
と
を
模
索
し
つ
つ
、
地
域

に
役
立
つ
こ
と
が
あ
れ
ば
参
加
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

まちづくり政策部企画財政課　
男女共同参画室

●電話 286－6723 ●FAX 286－0617
●e-mail danjyo@town.uchinada.lg.jp

日
本
女
性
会
議
に

参
加
し
て

日
本
女
性
会
議
に

参
加
し
て
 

内 町では
○町民の視点に立った、開かれた町政の推進
○町政運営における透明性や説明責任の向上
○町民が町政に参画できる機会の拡大
を目指して「内 町町民意見募集（パブリックコメント）手続」を実施しています。

この制度は町の基本的な政策等を立案する過程で、事前にその内容を公表して、広くみなさまから意見を求め、そ
れらの意見を政策等に反映する仕組みです。

☆意見を提出できる方
町内に住所を有する方、町内に勤務する方、または町内に存する学校に在学する方

☆意見の提出方法
郵送、ＦＡＸ、Ｅメール、書面持参などの方法により担当課へ提出してください。
電話、口頭によるご意見はお受けいたしません。
＜意見を募集する案件については広報やホームページなどでお知らせします。＞

－町民意見募集（パブリックコメント）制度－
をご利用下さい。
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問い合わせ先：情報政策課 公聴広報室 ＴＥＬ：２８６－６７５３

「内 町男女共同参画推進行動計画」
内 町では、「男女共同参画基本法」に基づいて、「男女共同参画推進行動計画」の
策定を進めています。このたび、推進委員会において計画（案）がまとまりましたので、
計画策定の参考とするため、住民の皆さんのご意見を広く募集いたします。
・意見の募集期間
平成18年11月21日（火）～12月20日（水）（郵便については、最終日の消印有効）
・計画（案）の内容については、「男女共同参画室」「総務課」「庁舎総合案内」に備え
付けてあるほか、内 町ホームページからもダウンロードできます。
・いただいたご意見と、それに対する回答は、募集期間終了後にあらためてお知らせ
します。
・提出先 〒920－0292 内 町大学１丁目２番地１

内 町まちづくり政策部 企画財政課 男女共同参画室
TEL：286－6723 FAX：286－0617
Ｅメール：danjyo@town.uchinada.lg.jp

内 町ホームページではこちらから

現在意見を募集しているもの

（
十
月
に
下
関
で
開
催
さ
れ
た
日
本
女
性

会
議
に
派
遣
さ
れ
た
寺
谷
さ
ん
の
レ
ポ
ー

ト
で
す
。）



平
成
９
年
４
月

か
ら
平
成
17
年
３

月
の
８
年
に
亘
り
、

大
根
布
区
長
と
し

て
新
旧
住
民
の
融

和
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
13
年
４
月
か
ら
平
成
14
年
３
月
ま
で

内

町
区
長
町
会
長
会
副
会
長
と
し
て
、
さ
ら
に
平
成

14
年
４
月
か
ら
平
成
17
年
３
月
ま
で
同
会
会
長
と
し
て
、

内

町
の
自
治
組
織
の
発
展
に
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ

ま
し
た
。
そ
の
他
、
内

町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
委
員
を
18
年
11
ヶ
月
間
、
内

町
地
下
水
採
取
規
制

審
議
会
委
員
を
８
年
間
、
内

町
民
生
委
員
推
薦
会
委

員
を
３
年
５
ヶ
月
間
等
、
各
種
委
員
会
委
員
を
数
多
く
歴

任
さ
れ
町
勢
の
発
展
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
53
年
４
月

か
ら
平
成
11
年
９

月
の
21
年
６
月
に

亘
り
、
内

町
選

挙
管
理
委
員
会
委

員
と
し
て
、
民
主

主
義
の
根
幹
で
あ
る
選
挙
制
度
の
重
要
性
を
広
め
る
と
と

も
に
、
公
平
・
公
正
な
明
る
い
選
挙
の
推
進
を
訴
え
、
自

ら
啓
発
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
間
、
昭
和
57

年
４
月
か
ら
平
成
６
年
３
月
ま
で
委
員
長
職
務
代
理
と
し

て
、
さ
ら
に
平
成
６
年
４
月
か
ら
平
成
11
年
９
月
ま
で
委

員
長
と
し
て
、
的
確
か
つ
迅
速
な
選
挙
管
理
事
務
の
執
行

に
誠
心
誠
意
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
昭
和
58
年

６
月
か
ら
平
成
13
年
５
月
ま
で
の
18
年
間
の
永
き
に
亘
り

保
護
司
と
し
て
、
更
正
保
護
諸
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
。

表
彰
式

銭丸 金弘氏

◆
自
治
振
興
賞小原 孝義氏

昭
和
58
年
の
内

町
ス
キ
ー
協
会
発
足
当
初
か
ら
協
会
理
事
を
務
め
協

会
の
運
営
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
部
門
の
選
手
と
し
て
河

北
郡
体
育
祭
や
県
民
体
育
大
会
に
出
場
し
、
数
々
の
入
賞
を
果
た
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
昭
和
61
年
以
降
は
ス
キ
ー
協
会
理
事
長
の
任
に
就
き
、
選
手
の

育
成
、
会
員
の
親
睦
等
協
会
の
発
展
に
努
め
、
当
町
に
お
け
る
ス
キ
ー
競
技

の
普
及
・
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
12
年
に
は
、
内

町

か
ら
世
界
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
出
場
を
果
た
す
べ
く
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
選
手
の
「
西
村
潤
一
後
援

会
」
を
立
ち
上
げ
、
物
心
両
面
の
支
援
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
内

町
体
育
協
会
の
理
事
と
し
て
、
積

極
的
に
会
議
・
行
事
に
参
加
さ
れ
、
町
の
体
育
振
興
に
も
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

◆
体
育
功
労
賞

◆
町
民
文
化
活
動
賞

角谷 隆通氏

内 町表彰条例・内 町スポーツ賞条例・内 町民文化活動賞条例に基づき、

11月3日文化の日に表彰式が行われ、次の方々が表彰されました。

平成18年度内　町表彰

昭
和
52
年
に
子
ど
も
た
ち
が
遊
び
を
通
し
て
自
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
小
倉
百
人
一
首
の
指
導
を
始
め
ら
れ
、
以
来
、

29
年
間
の
永
き
に
わ
た
っ
て
礼
儀
作
法
に
重
き
を
置
き
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
に
伝
統
文
化
を
伝
え
る
教
室
を
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
57
年

４
月
よ
り
平
成
６
年
３
月
ま
で
内

町
文
化
協
会
監
事
を
、
平
成
６
年
４
月

よ
り
現
在
ま
で
内

町
文
化
協
会
理
事
と
し
、
同
協
会
の
運
営
や
事
業
の
立

案
か
ら
実
施
に
い
た
る
ま
で
精
力
的
に
活
躍
を
さ
れ
、
本
町
の
文
化
の
発
展
に
大
き
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

土橋登志子氏

昭
和
46
年
、
鶴
ヶ
丘
西
公
民
館
の
読
書
サ
ー
ク
ル
「
ね
む
の
木
会
」
の
発

足
と
同
時
に
読
書
会
活
動
に
入
ら
れ
、
以
来
35
年
間
に
わ
た
り
、
町
内
の
い

く
つ
か
の
読
書
会
の
会
長
を
務
め
定
例
読
書
会
の
開
催
は
も
と
よ
り
、
各
種

講
演
会
や
文
学
散
歩
の
開
催
、
そ
し
て
文
集
『
波
の
音
』
の
刊
行
な
ど
読
書

会
活
動
の
推
進
、
発
展
に
献
身
的
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
、
昭
和
63
年
か
ら
延
べ
12
年
間
に
わ
た
り
内

町
図
書
館
協
議
会

委
員
及
び
内

町
読
書
会
連
絡
協
議
会
会
長
と
し
て
町
全
体
の
読
書
活
動
の
活
性
化
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

紫藤 律子氏
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表
彰
式

スポーツ賞

スポーツ奨励賞

青少年学術文化奨励賞

●個人（小・中学生）

北川 大珠

山崎 貴大

●個人（高校・大学生）

島田 泰佑

寺井 友作

●個人（一般）

長丸 貴子

岡部 悦子

桶谷 雅代

高田 敦子

曽山ひとみ

道 茜

西川由紀子

横川 茉美

山上 慈明

宮岸 誠一

西村 潤一

●個人（小・中学生）

島野 公勝

田代 愛

石塚 眞大

佐藤 鈴捺

宮本 空良

高下 桃実

長谷川理基

英 征矢

堀岡 大雅

堀岡 風雅

宮本 隼生

舟木 大河

中村 和貴

松岡 賢司

木谷 昴志

村田 千穂

長原 光穂

浜田 麗菜

砂山翔太郎

小針享四朗

中西 翔平

舩本 大輔

脇田 貴志

中野 春樹

高森 大貴

高多 優輝

橋屋 義一

島田 美里

江田しおり

小関ひかり

●個人（高校・大学生）

中佐 武尊

中井 翔大

中川 絢太

池田 記之

神田 央

法花堂 歩

山田 耕平

田中ちひろ

中越 拓登

下畠 悟

荒木 大介

蔵前 美咲

齋藤 孝博

蔭田 直貴

宮崎浩太朗

小松 太一

久保 沙織

飯田健太郎

平田 美紀

加藤 文

野間 俊樹

丸一 泰雅

兼井 彩子

村上 克宏

若林万理絵

島田 翔

大谷宗一朗

松橋 拓也

長谷川亜希

●個人（一般）

根来 亜紀

西谷 幸枝

横山 兼一

富澤 茂信

石田 恵子

南 加代子

尾本 英臣

酒井 雅之

中居 典子

西司津子

柚木惠美子

前河 富江

宮村 和子

中居 稔

吉田 貴宏

高間 達也

川向 了典

小西真知子

小西 寛子

●団体

内 町ジュニアソフトテニス

堀田 圭吾・江戸 海斗・宮本 空良

竹田 一貴・青木 嶺央・佐藤 瑛治

内 町空手道スポーツ少年団

小谷 有生・下出 唯香・浜田 麗菜

佐藤 望・長原 光穂・上出 智尋

内 中学校ソフトボール部

藤田 明梨・根来奈津美・岡山 愛里

徳丸 柚葉・彦坂 志穂・田中 愛実

田中 美梨・松本 優・北 るりこ

野竹 真美・川口 真菜

内 中学校男子卓球部

坂元 芳・前多 大樹・山森 翔太

山田 大生・西市 晃生・松岡 賢司

木谷 昴志・南 拓弥・田代 裕志

内 町バスケットボール協会

矢野 雅也・前崎 直人・片山 真一

古村 哲治・前川 裕之・中村 勝

助田 有二・中村 和也・寺井 友作

川上 航平・佐野 政勝・大場 寛久

石崎 和也・桶谷 周平・北川 悠介

大根布小学校教職員

荒牧 秀樹・稲葉 雅樹・西谷 幸枝

内 町空手道協会

中居 稔・中新 慎・前多 智輝

木谷裕太郎

内 ＳＶ愛好会

初道 夏美・山田 珠美・石田 裕佳

秦 奈緒美・初道 昌江・秦 一美

竹村 正己・初道 弘・柚木 憩子

内 中学校吹奏楽部

5
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住
民
税
が
変
わ
り
ま
す住民税が変わります。住民税が変わります。

国から地方へ
平成19年度から税源移譲によって

シリーズ3

国の所得税から地方の住民税へ３兆円の税源移譲に伴い、住民税が平成19年度分から大きく変わり
ます。先々月号では、税源移譲の背景に重点を置き、先月号では所得税と住民税の関係に焦点をあて説
明しました。最終回の今月号は、18年度住民税と19年度住民税の変更点に焦点をあてご説明します。

①個人住民税所得割が10％比例税率化
個人住民税の所得割は、3段階の累進税率でしたが、所得の多い少ないに関わらず一律10％（個人町

民税6％、個人県民税4％）の比例税率に改められます。（広報10月号・11月号で詳細を説明しました）

②定率減税の廃止
定率減税は、平成11年度税制改正において、厳しい経済状況に対応する緊急避難的な特例措置として導入されたもので、

税額から一定の額を控除する措置です。この定率減税の額は、17年度までは所得割額の15％相当額（4万円が上限額）でし

たが、18年度は所得割額の7.5％相当額（2万円が上限額）に変更されています。そして19年度は、経済状況の改善が認め

られるため、定率減税は廃止されることになりました。(表1参照)

③特例控除(平成17年1月1日において65歳に達していた方 で、前年の合計所得金額が125万円以下の方に対する経過措置)の適用
個人住民税には、平成17年度まで65歳以上で前年の合計所得金額が125万円以下の方に対する非課税措置がありました

が、この措置は平成18年度から廃止となりました。ただし、平成17年1月1日において65歳に達していた方で、前年の合計

所得金額が125万円以下の方は、経過措置が適用されるため、平成18年度以降の個人住民税均等割・所得割の課税額は下の

表の通りとなります。(表2参照)

④平成20年度から住宅ローン減税を創設
国から地方への税源移譲に伴い、個々の所得税額が減少する場合で、住宅ローン控除が所得税から控除しきれなくなる方

（平成11年から18年までの入居者）のために、20年度から28年度に限り、申請により一定の金額を個人住民税から減額す

る措置が設けられます。

⑤平成20年度から地震保険料控除を創設
地震災害に対する自助努力による個人資産の保全を促進し、災害時における将来的な負担の軽減を図るために、地震保険

料の控除ができることになりました（支払った地震保険料の2分の1の額で2万5000円まで）。

なお、このことにより従来からある損害保険料控除が全廃されますが、経過措置として、18年末までに結んだ長期の損害

保険契約に係る保険料については従来の損害保険料控除の適用ができます。

18年度住民税と19年度住民税の違いを教えて下さい。

主な改正点は次ぎのとおりです。

Q
A

所得割額の15％を控除
（4万円を上限）

所得割額の7.5％を控除
（2万円を上限） 廃　止

平成18年度 平成19年度以後平成17年度

表1 定率減税の動き

均等割

所得割

町

県

1,000円

300円

所得割の2/3を控除

平成18年度

2,000円

600円

所得割の1/3を控除

平成19年度

3,000円

1,000円

控除なし

平成20年度年　度

表2 平成17年1月1日において65歳に達していた方で、前年の合計所得金額が125万円以下の方の町民税均等割・所得割
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先月号の特集では所得税と住民税の関係に焦点をあて説明しており、個人住民税は増えますが、所得税の税率を変えるこ

とで税額を減らして調整するため「個人住民税＋所得税」での負担は変わりません。しかし、定率減税の廃止により、税負

担は増加します。下記の例を参考にして下さい。

平成18年度と平成19年度の個人住民税所得割の比較（＊実際は所得割の他に均等割も加算され課税されることにご留意ください。）

※定率減税 50,000円×7.5％（百円未満切り上げ） ※調整控除 50,000円×5％

●問い合わせ先 総務部 税務課 1２８６－６７０６

先月号の特集を読みましたが、所得や控除に変更がない場合、19年度の税負
担（個人住民税＋所得税）の増加はないと考えてよいですか。

定率減税が廃止されますので、19年度の税負担は増加となります。

Q
A

所得税と個人住民税の納付方法によって、実施時期にズレがあります。例えば、サラリーマンなど毎月の給料から税金を

天引きされている方は、所得税の減少は平成19年1月の給料から、個人住民税の増加は平成19年6月の給料から、それぞれ

実施されますので、税負担の減少が先行されます。一方、事業者は、個人住民税の増加は平成19年6月から、所得税の減少

は平成20年3月の確定申告から実施されますので、税負担の増加が先行されます。

住民税や所得税の新税率適用はいつからですか。

納付の方法によって、実施時期にズレがあります。

Q
A

平成18年度

平成19年度

1,000,000円

1,000,000円

課税所得金額
①

5％

10％

税率
②

50,000円

100,000円

算出所得割
③（①×②）

3,800円

なし

定率減税
④

なし

2,500円

調整控除
⑤

46,200円

97,500円

所得割額
③－④－⑤

〈参考例1〉 課税所得100万円(給与所得)・基礎控除のみ・年齢30歳の方の場合

平成18年度

平成19年度

3,000,000円

3,000,000円

課税所得金額
①

10％

10％

税率
②

200,000円

300,000円

算出所得割
③（①×②）

15,000円

なし

定率減税
④

なし

2,500円

調整控除
⑤

185,000円

297,500円

所得割額
③－④－⑤

平成18年度

平成19年度

150,000円

150,000円

課税所得金額
①

5％

10％

税率
②

7,500円

15,000円

算出所得割
③（①×②）

600円

なし

定率減税
④

なし

5,000円

調整控除
⑤

4,600円

3,400円

特例控除
⑥

2,300円

6,600円

所得割額
③－④－⑤－⑥

※算出所得割額 平成18年度 2,000,000円×5％＋（3,000,000－2,000,000円）×10％

平成19年度 3,000,000円×10％

※定率減税 200,000円×7.5％（百円未満切り上げ） ※調整控除 50,000円×5％

〈参考例2〉 課税所得300万円(給与所得)・一般扶養1人・基礎控除・年齢35歳の方の場合

※定率減税 7,500円×7.5％（百円未満切り上げ） ※調整控除 100,000円×5％

※65歳以上の者に係る非課税措置の廃止に伴う特例控除 平成18年度 (7,500円－600円）×2/3

平成19年度 (15,000円－5,000円）×1/3（百円未満切り上げ）

●課税所得とは？…皆さんの給与や事業収入などは税法上「収入」と呼ばれるものです。「課税所得」とはこの「収入」から給与所
得控除や基礎控除、扶養控除、社会保険料控除といった諸控除を差し引いた残りの金額のことです。この「課
税所得」に税率をかけたものが「税額」となります。

〈参考例3〉 課税所得15万円(雑所得・年金収入のみ)・配偶者控除・基礎控除・年齢70歳の方の場合
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成
人
式 と　き／平成19年1月7日（日）

午前10時～
ところ／内　町文化会館

男160人　女181人　計341人

平成19年内　町成人式

（平成18年成人式より）

（平成18年成人式より）
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出
前
講
座

職員出前講座 をご利用下さい。

内 町では、町の仕事についてみなさんの知りたい事、よく分からないことなどについて、職員が皆さ
んの元に出向いて講座を行なっています。
○講座にはメニューを用意してありますが、基本的に町政全般について皆さんのご希望に沿うように用意
しますので、ご相談ください。
○受講できる方は町内にお住まいの方、町内にお勤め・通学している方で、おおむね5人以上の団体です。
○会場は申込者でご用意ください。（町内の公共施設、公民館等をご利用下さい。）
○希望日の2ヶ月前から2週間前までに、情報政策課公聴広報室へご連絡下さい。

（申込書を提出していただきます。）

講座は勉強会です。もっぱら苦情や要望などの趣旨の場合はお受けできません。また営利目的や宗教・政治団体
等の場での講座もお断りします。

Vol.19

●キンボールサークル員募集
体験教室後、サークルとして活動を始めています。どなたで
も、ご参加下さい。仲間募集中！
練習日 毎週火曜日 午後7時30分～午後9時
場 所 内 中学校体育館
＊動きやすい服装と体育館シューズで来てね！小学生もいるよ！

●ジュニアバドミントン団員募集
練習日 毎週水・土曜日 午後6時30分～午後8時
場 所 内 体育館（ただし雨天の場合、水曜日のみ中学校体育館）
対 象 小学1年生～６年生
＊いつでも見学可 内履きズック持参で見に来て下さいね！

いずれも、まずは体験していただき、入会を決めた方は、プラッツ会員手続きをお願いします。
後期会費 ジュニア1000円、一般1750円、シニア1500円（別途保険料がかかります）

●Eメール platz-u@m2.spacelan.ne.jp ●ホームページ http://www2.spacelan.ne.jp/~platz-u/index.htmlTEL /FAX.286-1231
スポーツクラブプラッツうちなだ事務局（内　町文化会館内）［月 10時～17時　火～金 10時～18時　第2・4土 13時～17時］ 
 

問い合わせ先

★体育館は滑ると危ないの
で、必ず内履きをご用意
ください。

●プラッツの会員無料開放は次の通りです。
イベント・セミナー名

プール開放（第3土曜）

体育館開放（第2日曜）

体育館開放（第4日曜）

初心者エアロビクス（昼）

初心者エアロビクス（夜）

太極拳

12/16・1/20

12/10（朝大掃除）・１月はお休み

12月はお休み・1/28

12/8・1/12

12/25・1/22

毎週火曜日（第１を除く）

10:00～12:00

13:00～16:00

13:00～16:00

10:00～11:30

19:45～21:00

13:30～15:00

温水プール

向粟崎体育館

勤労者体育センター

勤労者体育センター

向粟崎小学校体育館

向粟崎体育館

日 時 間 場 所

暖かい秋でしたが、季節も変わり、寒くなりましたね。
風邪などひいていませんか？冬の間はどうしても運動不
足になりがちです。そんな時、何かスポーツをやってみた
いと思われる方、ぜひプラッツの窓口を覗いてみて下さ
い。貴方にお勧めのスポーツがあるかもしれませんよ。
また来年の2月25日（日）に、スポーツ少年団の交流
会を開催します。指導者も団員も保護者も一緒に楽しい
時間を過ごしましょう。

守っていただくこと

●問い合わせ先 情報政策課 公聴広報室 1286-6753

随時受付中！

まちづくり 一緒に学んでいきましょう！まちづくり 一緒に学んでいきましょう！まちづくり 一緒に学んでいきましょう！
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入
札

内 町小規模工事等契約希望者登録申請をされる方へ
小規模工事等契約希望者登録制度について

・この制度は、内 町財務規則に基づく資格審査（入札資格者登録）を受けていない方でも小額で内容が軽易な契約
の受注・施行を希望する方を登録し、町が発注する工事・修繕等のうち小規模な工事において積極的に活用するこ
とによって、町内業者の受注機会の拡大を図り、町内経済の活性化に寄与することを目的としています。

・小規模工事の範囲は、町が発注する小規模な工事や修繕であり、その内容が軽易でかつ履行の確保が容易なもので、
１件の工事契約予定額が50万円以下のものです。

登録できる方

町内に主たる事業所又は住所を有する者
※建設業の許可の有無、経営組織、従業員数等は問いません。

登録できない方

１ 町税を滞納している者
２ 町内に主たる事業所又は住所を置かない者（他の市町に本店がある場合など）
３ 成年被後見人、被保佐人、被補助人又は破産者で復権を得ていない者
４ 内 町入札参加資格審査申請に基づく資格業者名簿に登載されている者
５ 希望業種を履行するために必要な資格、許可等を有しない者

登録申請の方法

登録の申請は、次の書類等を総務部総務課に提出してください。
申請書は、総務課に用意してあります。また、町のホームページからダウンロードも可能です。
１ 内 町小規模工事等契約希望者登録申請書
２ 町税納税証明書等（申請時で3ヵ月以内のもの（写し可））
３ 法人業者の場合は、「登記簿謄本」、個人の場合は、「住民票の抄本」（申請時で3ヵ月以内のもの（写し可））
４ 希望する業種を履行するために必要な資格、免許等を証明する書類の写し
５ その他町長が必要と認める書類

登録の受付期間は、本年度は
｢平成18年12月1日から平成18年12月28日｣です。

宮坂8号線道路改良工事（擁壁工）

幹12号宮坂南線道路築造工事（付帯工）

北部土地区画大学宮坂線歩道舗装工事（その7）

北部土地区画大学宮坂線歩道舗装工事（その8）

北部土地区画北部4号公園整備工事（幼児遊具工）

北部土地区画大学宮坂線歩道築造工事（付帯工）

北部土地区画北部4号公園整備工事（造成工）

北部土地区画北部4号公園整備工事（修景施設工）

幹12号宮坂南線道路築造工事（その2）

幹12号宮坂南線道路築造工事（その3）

北部土地区画北部4号公園トイレ建設工事

北部土地区画北部4号公園整備工事（大型遊具工）

アカシア給水塔解体工事

大根布バイパス管整備工事（その1）

幹12号宮坂南線道路築造工事（その4）

10月18日

10月18日

10月18日

10月18日

10月18日

10月18日

10月18日

10月18日

10月18日

10月18日

10月18日

10月18日

10月18日

10月18日

10月30日

●内 町では、公平な入札・契約を推進するため、入札予定価格の事前公表をしています。対象は予定価格130万円以上の建設工事です。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

㈲中村工業

㈲西川土木

㈱岡田工業

オカノ㈱

㈲福栄建設

㈲狭間工業

三洋建設㈱

㈱中和建設

毎田建設㈱

浅田建設㈱

㈱生田工務店

㈱エーティーアール

北陸斫開発㈱

㈱茶谷組

中居建設㈱

01,543,500

02,982,000

11,392,500

11,760,000

12,495,000

08,295,000

17,850,000

15,855,000

21,210,000

37,800,000

15,487,500

46,200,000

03,570,000

37,695,000

15,645,000

入 札 名入札月日番 号

（予定価格公表工事130万円以上） （単位：円）

落札業者 契約金額（税込み）

01,606,500

03,079,650

11,916,450

12,171,600

12,822,600

08,541,750

18,302,550

16,449,300

22,142,400

39,294,150

16,642,500

48,216,000

03,757,950

38,703,000

16,143,750

予定価格（税込み）

平成18年度入札契約一覧

●問い合わせ先 総務部 総務課 1286-6720

登録の受付
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人
　
事

内　町人事行政の運営等の状況を公表します
町職員の勤務条件や給与等の実態について、町民の皆さんのより一層のご理解をいただくために人事行政の運営等の状況

について、そのあらましをお知らせします。

（注１）普通会計とは、一般会計と土地区画整理・霊園事業特別会計をあわせた会計です。

②職員給与費の状況（平成17年度普通会計決算）

１総括
①人件費の状況（平成17年度普通会計決算）
住民基本台帳人口（平成17年度末）

26,817人 7,546,487千円 111,826千円 1,605,375千円 21.3% 21.1%
歳出額 Ａ 実質収支 人件費 Ｂ 人件費率（Ｂ/Ａ） （参考）16年度の人件費率

（注１）職員手当には、退職手当は含まれていません。
（注２）職員数は、平成17年4月1日現在の人数です。

職 員 数 Ａ

175人 614,202千円 105,947千円 243,003千円 963,152千円 5,504千円
給 料

給 与 費
職員手当 期末・勤勉手当 計 Ｂ

一人当り給与費（Ｂ/Ａ）

②職員の初任給の状況及び経験年数別平均給料月額の状況（平成18年4月1日現在）

（注１）内 町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
（注２）標準的な職務の名称とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
（注３）本表の職員数は、一般行政職に限定してあるため、全職員を対象とする7-①表（部門別職員数の状況）の職員数と一致しません。
（注４）平成18年度から８級制を６級制に変更しています。

区 分

一般行政職
大 学 卒 170,200円 183,800円 242,100円 297,900円
高 校 卒 138,400円 148,000円 該当なし 該当なし

初 任 給 ２年後の給料 10年後の平均 15年後の平均

３一般行政職の級別職員数等の状況
①一般行政職の級別職員数等の状況（平成18年4月1日現在）
区 分 １級

職 員 数 11人 13人 54人 15人 2人
構 成 比 10.8% 12.7% 52.9% 14.7% 2.0%

２級 ３級 ４級 ５級
標準的な職務の名称 主事 主事 主査・総括主査・課長補佐 副参事・課長・参事 課長・参事

区 分 ６級

職 員 数 7人 102人
構 成 比 6.9% 100.0%

合 計
標準的な職務の名称 部長

（注１）一般行政職とは、税務職、福祉職、消防職、企業職、技能労務職を除く職員です。
（注２）平均給与月額とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の額を合計して平均したものです。

２職員の平均給与月額、初任給等の状況
①職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成18年4月1日現在）
一般行政職

区 分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
内 町 43.2歳 318,900円 376,699円
国 40.4歳 328,477円 381,212円

（注１）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の給与水準を示す数値です。

③ラスパイレス指数の状況（各年4月1日現在）
区 分 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年

内 町 92.1 91.6 90.4 88.1 87.8
全国町村平均 96.1 96.0 95.7 93.7 93.7

１人当たり平均支給額（平成17年度）

支給期 期末手当 勤勉手当 計
６月期 1.4月分 0.7月分 2.1月分
12月期 1.6月分 0.75月分 2.35月分
計 3.0月分 1.45月分 4.45月分

1,460千円
（平成17年度支給割合）

（加算措置の状況）
・職務の級4級～8級 5～15％

４職員の手当の状況
①期末手当・勤勉手当 支給率（内 町）

区 分 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 23.50月分 30.55月分
勤続25年 33.50月分 41.34月分
勤続35年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分
その他の加算措置
・定年前早期退職特例措置 2％～20％加算
・退職時特別昇給 無
平成17年度1人当り平均支給額
自己都合 8,495千円 歓奨・定年 19,408千円

その他の加算措置
・定年前早期退職特例措置 2％～20％加算
・退職時特別昇給 無

支給率（国）
区 分 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 23.50月分 30.55月分
勤続25年 33.50月分 41.34月分
勤続35年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分

②退職手当（平成18年4月1日現在）
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人
　
事

平成17年度決算
支給実績 4,708千円
支給職員1人当り平均支給年額 43,192円
職員全体に占める手当支給職員の割合 39.4%

用地交渉業務、感染症防疫業務、行旅死亡人等の取扱業務の３種類

④特殊勤務手当（平成18年4月1日現在）

手 当 名
（平成17年度支給実績）

扶養手当
(21,899千円)

内 容 及 び 支 給 単 価

１配偶者 13,000円/月
２配偶者以外の扶養親族2人まで 6,000円/月
・配偶者がいない場合の1人目 11,000円/月
・配偶者が扶養親族でない場合の1人目 6,500円/月
・その他の扶養親族 5,000円/月
※16歳から22歳までの子の場合 加算5,000円/月

通勤手当
(4,700千円)

１交通機関等利用（最高限度） 55,000円/月
２自動車等の利用
・通勤距離に応じて 2,000円/月～24,500円/月

住居手当
(2,596千円)

１職員所有に係る住宅 2,500円/月
（新築・購入から5年間）
２借家・貸間（最高限度） 27,000円/月

宿日直手当
(2,041千円)

勤務１回につき 4,200円/回

寒冷地手当
(11,069千円)

１世帯主である職員
・扶養親族3人以上 57,800円/年
・扶養親族1人又は2人 41,500円/年
・扶養親族なし 9,100円/年

２その他の職員 0円/年

⑥主なその他の手当（平成18年4月1日現在）

平成17年度決算

平成16年度決算

支給実績 30,713千円
支給職員1人当り平均支給年額 168千円
支給実績 25,960千円
支給職員1人当り平均支給年額 142千円

⑤時間外勤務手当

給料

区 分 給料等月額 期 末 手 当

報酬

町長 813,000円
助役 662,000円
議長 343,000円
副議長 306,000円
議会運営委員長 290,000円
常任委員長 290,000円
議員 285,000円

（平成17年度支給割合）
６月期 1.60月分
12月期 1.75月分
計 3.35月分

加算措置
給料（報酬）月額に
加算措置

５特別職の報酬等の状況（平成18年4月1日現在）

（注１）平成18年度から、助役が収入役の事務を兼掌しています。

（注１）税務業務手当等13種類を平成18年度から廃止。

（注１）有給休暇の平均使用日数は、平成17年1月1日から12月31日までのものです。

７職員の勤務時間その他の勤務条件等の状況（平成17年度）
①一般職の勤務時間及び有給休暇取得状況

②育児休業・介護休暇取得状況

開始時間 終了時間 平均使用日数
8時30分 17時15分 7.9日

（注１）分限処分とは、職員がその職責を十分に果たすことができない場合に行なわれる
処分で、公務能率の維持を目的としてなされます。
（注２）懲戒処分とは、職員の一定の義務違反に対する道義的責任を問うための処分で、
公務における規律と秩序を維持することを目的としてなされます。

③職員の分限及び懲戒処分状況

④勤務条件に関する措置の要求及び不利益処分に関する不服申立ての状況
措置要求、不服申立てはありませんでした。

分 限 処 分 者 懲 戒 処 分 者
1人 2人

区 分 取得者数
取得期間

３月以内 ３～６月 ６～12月 １年～３年
育児休業 2人 － 1人 － 1人
介護休暇 取得者無し

（注１）各部署による専門等研修は除く。

⑤職員研修の状況
事務研修 22研修 延べ401人受講

⑥職員の公務災害の発生状況
公務災害認定件数 1件

支給実績（平成17年度決算）

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 国の制度（支給率）
内 町 1% 183人 1%

0円
0円支給職員１人当り平均支給年額（平成17年度決算）

③地域手当（平成18年4月1日現在）

６職員の任免及び職員数に関する状況
①部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在）

（注１）職員数は一般職に属する職員数（臨時職員を含む）です。
（注２）公営企業等会計部門職員数には、国保･介護事務職員を含みます。

（注１）平成17年4月1日～平成18年3月31日までの人数です。

②一般職の採用職員と退職職員

部 門

一般行政部門 146人 148人 2人 課の新設、事務分担見直し
特別行政部門 77人 76人 △ 1人 事務分担見直し
公営企業等会計部門 24人 25人 1人 地域包括支援センター設立準備業務の増
合 計 247人 249人 2人

職 員 数
平成17年 平成18年

対前年増減数 主 な 増 減 理 由

採用者数（Ａ） 退職者数（Ｂ） （Ａ）-（Ｂ）
7人 6人 1人

③定員管理の数値目標及び進捗状況
平成17年4月1日～平成22年4月1日における定員管理の数値目標

平成17年4月1日職員数 平成22年4月1日職員数 純減数 純減率
247人 232人 △ 15人 △ 6.1%
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熊
は
も
う
眠
り
ま
し
た

栗
鼠
も
う
つ
ら
う
つ
ら

土
も
樹
木
も

大
き
な
休
息
に
入
り
ま
し
た

ふ
っ
と

思
い
出
し
た
よ
う
に

声
の
な
い

子
守
唄

そ
れ
は
粉
雪

ぼ
た
ん
雪

師
も
走
る

な
ど
と
言
っ
て

人
間
だ
け
が
息
つ
く
ひ
ま
な
く

動
き
ま
わ
り

忙
し
さ
と
ひ
き
か
え
に

大
切
な
も
の
を

ぽ
と
ぽ
と
と

落
と
し
て
ゆ
き
ま
す

「
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
読
み
た
い
詩
100
」

た
ん
ぽ
ぽ
出
版
刊

中
越
地
震
か
ら
の
復
興
支
援
と

し
て
新
潟
日
報
社
が
紙
面
に
企
画

連
載
し
刊
行
さ
れ
た
「
き
ん
の
い
な

ほ
」
に
、
被
災
地
で
あ
る
長
岡
市
出

身
の
女
優
・
星
野
知
子
さ
ん
が
綴
っ

た
四
季
の
エ
ッ
セ
ー
と
、
新
潟
市
出

身
の
画
家
・
黒
井
健
氏
の
イ
ラ
ス
ト

を
加
え
て
再
構
成
し
た
詩
画
集
。
ふ

る
里
へ
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

星
野
知
子
　
文
　
黒
井
健
　
絵

ふ
る
里

皇
太
子
殿
下
が
「
子
は
親
の
鏡
」

の
詩
を
朗
読
し
て
話
題
に
な
っ
た

大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
り
、
世
界

22
カ
国
で
翻
訳
さ
れ
た
名
著
「
子

ど
も
が
育
つ
魔
法
の
言
葉
」
の
中

か
ら
、
と
く
に
重
要
な
エ
ッ
セ
ン

ス
を
選
び
だ
し
た
も
の
。
子
育
て

の
知
恵
が
い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
て
い

ま
す
。

ド
ロ
シ
ー
ロ
ー
ノ
ル
ト
／
レ
イ
チ
ャ
ル
ハ
リ
ス
　
著

子
ど
も
が
育
つ
魔
法
の
言
葉

世
界
中
の
親
が
共
感
し
た

子
育
て
の
知
恵
１
０
０

父
・
ノ
ブ
ち
ゃ
ん
が
逝
く
。「
よ
ろ

し
く
」
と
書
き
遺
し
て
。
85
歳
を
過

ぎ
、
介
護
老
人
ホ
ー
ム
に
通
う
よ
う

に
な
っ
て
、
急
激
に
老
い
て
い
く
ノ

ブ
ち
ゃ
ん
。
そ
の
介
護
に
体
力
を
消

耗
す
る
「
ぼ
く
」
と
、
母
・
ト
シ
子
さ

ん
。
様
々
な
事
件
と
死
を
織
り
込
み

な
が
ら
、
父
の
人
生
を
慈
し
む
長
編

小
説
。

嵐
山
　
光
三
郎
　
著

よ
ろ
し
く

死
体

し

た

い

に
聴き

け

上う
え

野の

正
彦

ま
さ
ひ
こ

天て
ん

下
布
武

か

ふ

ぶ

上
・
下

安
部

あ

べ

竜
太
郎

り
ゅ
う
た
ろ
う

い
の
ち
の
授
業

じ
ゅ
ぎ
ょ
う

日
野

ひ

の

原は
ら

重
明

し
げ
あ
き

星
々

ほ
し
ぼ
し

の
生う

ま
れ
る
と
こ
ろ

マ
イ
ケ
ル
・
カ
ニ
ン
ガ
ム

超ち
ょ
う

・
格
差
社
会

か
く
さ
し
ゃ
か
い

ア
メ
リ
カ
の
真
実

し
ん
じ
つ

小
林

こ
ば
や
し

由
美

ゆ

み

マ
ズ
い
日に

本ほ
ん

語ご

レ
ス
ト
ラ
ン

樋ひ

口ぐ
ち

裕
一

ゆ
う
い
ち

チ
ョ
ッ
ち
ゃ
ん
は
、
も
う
じ
き
１
０
０
歳さ

い

黒
柳

く
ろ
や
な
ぎ

朝
ち
ょ
う

ど
ん
ぐ
り
見
聞
録

け
ん
ぶ
ん
ろ
く

い
わ
さ
　
ゆ
う
こ

鏡か
が
み

の
法
則

ほ
う
そ
く

野の

口ぐ
ち

嘉
則

よ
し
の
り

新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

具ぐ

だ
く
さ
ん
の
あ
っ
た
か
ス
ー
プ

井
上

い
の
う
え

由
香
理

ゆ

か

り

乙
女

お

と

め

の
金
沢

か
な
ざ
わ乙

女
お

と

め

の
金
沢
制
作
委
員
会

か
な
ざ
わ
せ
い
さ
く
い
い
ん
か
い

日
本
海
内
　
砂
丘

に
ほ
ん
か
い
う
ち
な
だ
さ
き
ゅ
う

凧た
こ

の
会か

い

15
周
年
記
念
誌

し
ゅ
う
ね
ん
き
ね
ん
し

日
本
海
内
　
砂
丘

に
ほ
ん
か
い
う
ち
な
だ
さ
き
ゅ
う

凧た
こ

の
会か

い

マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
と
そ
の
世せ

界か
い

女
子

じ

ょ

し

パ
ウ
ロ
会か

い

【
Ｄ
Ｖ
Ｄ
】

十
二
月
の
う
た

茨
木

の
り
子

今
月
の
オ
ス
ス
メ
本

図
書
館
情
報

「
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会
」

お
は
な
し
の
会
「
が
ら
が
ら

ど
ん
」
の
皆
さ
ん
が
、
絵
本
や

紙
芝
居
を
読
ん
だ
り
、
簡
単
な

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
ま
す
。

絵
本
や
紙
芝
居
を
、
親
子
で

聞
き
に
き
ま
せ
ん
か
？

12
月
16
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜

内

町
文
化
会
館

１
階

和
室

◆
土
曜
お
は
な
し
会

日
時

場
所

◆
年
末
年
始
の

休
館
に
つ
い
て

休
館
日 図

書
館
は
年
末
年
始
の
左
記

の
期
間
、
休
館
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

12
月
28
日（
木
）〜

１
月
４
日（
金
）

な
お
、
12
月
は
14
日（
木
）か

ら
27
日（
水
）ま
で
貸
出
冊
数
の

制
限
を
し
ま
せ
ん
の
で
、
読
め

る
範
囲
で
お
一
人
何
冊
で
も
借

り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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秋
季
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
11
月
12

日（
日
）ア
カ
シ
ア
地
区
に
お
い
て
、
消
防
団
、
消

防
署
合
同
に
よ
る
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

午
前
８
時
に
ア
カ
シ
ア
公
民
館
の
一
階
湯
沸

し
室
か
ら
出
火
し
、
火
災
は
全
館
へ
と
拡
大
、
公

民
館
東
側
の
住
宅
方
向
に
延
焼
拡
大
の
お
そ
れ

が
あ
る
と
の
想
定
で
、
寒
風
吹
き
す
さ
む
中
ア

カ
シ
ア
地
区
の
住
民
も
参
加
し
て
の
訓
練
が
本

番
さ
な
が
ら
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
時
季
、
暖
房
器
具
等
を
取
り
扱

う
機
会
が
多
く
な
り
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い

季
節
を
迎
え
る
な
か
、
消
防
団
及
び
消
防
署
は

実
践
的
な
訓
練
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、「
災
害

活
動
に
対
す
る
初
動
体
制
の
確
立
」「
防
ぎ
ょ
戦

術
の
強
化
」
を
図
り
、
お
互
い
の
連
携
を
再
確
認

し
、
万
一
の
災
害
に
備
え
ま
し
た
。

「
消
火
栓
」
や
「
防
火
水
槽
」
は
道
路
脇
や
歩

道
上
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
位
置
を

示
す
た
め
、
標
識
を
掲
げ
て
あ
る
も
の
、
路
上
や

蓋
に
塗
色
し
て
あ
る
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、「
消
防
水
利
」
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る

プ
ー
ル
、
河
川
な
ど
も
消
火
活
動
に
使
用
し
て

い
ま
す
。

消
防
水
利
付
近
へ
は
駐
車
し
な
い
よ
う
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
雪
の
降
る
時
季
と
な
り
ま

す
の
で
自
宅
付
近
の
消
防
水
利
の
除
雪
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
水
利
付
近
の
駐
車
を
禁
止
し
て
い
る
場
所

①
消
火
栓
か
ら
５
メ
ー
ト
ル
以
内
の
部
分

②
消
防
用
防
火
水
槽
の
吸
水
口
若
し
く
は
吸
管

投
入
孔
か
ら
５
メ
ー
ト
ル
以
内
の
部
分

③
消
防
用
防
火
水
槽
の
側
端
又
は
こ
れ
ら
の
道

路
に
接
す
る
出
入
口
か
ら
５
メ
ー
ト
ル
以
内

の
部
分

④
指
定
消
防
水
利（
プ
ー
ル
、
河
川
等
）の
標
識

が
設
置
さ
れ
て
い
る
位
置
か
ら
５
メ
ー
ト
ル

以
内
の
部
分

寒
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
石
油
ス
ト
ー
ブ

等
の
暖
房
器
具
を
使
う
時
は
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

※
設
置
場
所

○
ス
ト
ー
ブ
近
く
に
紙
、
衣
類
な
ど
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
カ
ー
テ
ン
等
が
ス
ト
ー
ブ
に
接
触
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
は
絶
対
に
干
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
使
用
方
法

○
取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
正
し
く
使
い
ま

し
ょ
う
。

○
石
油
ス
ト
ー
ブ
等
に
給
油
す
る
際
は
、
火
は

必
ず
消
し
て
、
給
油
中
は
そ
の
場
を
離
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
の
も
の
は
、
給
油
後
、
タ

ン
ク
の
ふ
た
を
確
実
に
締
め
、
漏
れ
の
な
い

こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※
灯
油
等
の
保
管
方
法

○
栓
を
し
っ
か
り
締
め
て
密
閉
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

○
保
管
場
所
は
火
気
を
使
用
す
る
場
所
か
ら
遠

ざ
け
、
直
射
日
光
に
当
た
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

○
地
震
時
に
容
器
が
転

倒
し
た
り
、
落
下
物

に
よ
っ
て
容
器
が
破

損
し
た
り
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

建
物
火
災
に
よ
る
死
者
の
８
〜
９
割
は
住
宅

火
災
に
よ
る
も
の
で
す
。

火
災
を
早
期
に
発
見
し
、
逃
げ
遅
れ
防
止
の

た
め
に「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」を
設
置
し
ま
し

ょ
う
。

※
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
一
般
の
住
宅
の
寝
室

及
び
階
段
に
は
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
新
築
の
住
宅
等
は
平
成
18
年
の
６
月
か

ら
、
現
在
お
住
ま
い
の
住
宅
等
は
平
成
20
年

６
月
か
ら
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

・
詳
細
は
内

町
消
防
本
部

予
防
課
ま
で

1
２
８
６
―
３
３
０
１

消
防
だ
よ
り

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
義
務
化

◆
ア
カ
シ
ア
地
区
で

火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
実
施

◆
「
消
火
栓
」「
防
火
水
槽
」

付
近
は
駐
車
禁
止
で
す

住宅用火災警報器
実物写真

◆
暖
房
器
具
の
安
全
な
取
扱
い



感謝祭の翌日の金曜日も休日と
なるため、感謝祭を含めて４連休と
なります。感謝祭が終わるとクリス
マスまで約1ヶ月となり、クリスマスプレゼントのショッピ
ングが激化します。小売店のほとんどは客足をあてこんで、
その金曜日から特別セールを行っています。この日は、買
い物に大忙しで、感謝祭の片づけどころではありません。感
謝祭からクリスマスまでの1ヶ月は、年間の総売上の約半
分を占めるという小売店が、びっくりするほど多いのです！

感謝祭からお正月までは、様々な祝日が入っています。
キリスト教の人が多いため、クリスマスがその中では一番
祝われているのですが、ユダヤ人のハヌカーや、黒人の中
でアフリカ系アメリカ人の文化遺産を尊敬するクアンザー
といった祝日もありますので、とても面白い時期です。

それからは、やっぱりお正月。アメリカ人にとって大晦
日は友達や家族と一緒にいて、お酒を飲み
ながら音楽を聴いたり踊ったり、テレビで
日本の紅白みたいな音楽番組をみたり、花
火大会を見に行ったりして、好きなことだ
けやれるとても楽しい一夜です。その翌朝
は寝坊して、起き上がったら二日酔いに挑
戦しつつ元旦の新年の誓いをする人もか
なりいますね。来年は守り通せるかなあ。

内　町総合文化祭華やかに
文
化
祭
／
国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー

16
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だんだん寒さも厳しくなり、もうすぐ年末年始ですね。皆
さん、年賀状やおせち料理の準備はできましたか。忘年会
や大晦日の年越しそば、お正月の団らんに初詣と、楽しみ
なイベントが盛りだくさんですね。

日本人の皆さんは年末年始をとても大事にしていますね。
お酒を飲んで騒ぐだけではなく、気分を新たに気持ちをリ
フレッシュする、とても精神的な時期です。同じように、世
界中の色々な国でも、年末年始を大切に祝っています。ア
メリカでは、年末年始にどんなことをやるのでしょう？

まず、アメリカの年末年始は11月の第４木曜日の
Thanksgiving（感謝祭）という祝日から始まると言われて
います。感謝祭は、イギリスから移住したピルグリムファー
ザーズの最初の収穫を記念する行事であると一般的に言
われていますが、今では、「家族が集まって楽しく一緒に時
間を過ごすこと」がテーマになっているようです。テレビで
アメフトの試合やパレードを見ながら、七面鳥をメインにし
た料理を食べるのは一つの習慣です。でも七面鳥が苦手な
人とか、面倒くさくて作りたくないという人などはスーパー
からハムを買ってきて、そのまま料理を作ったりもします。
感謝祭はクリスマスとは違って宗教との関わりがないため、
どの家庭でも一般的に祝われていて、アメリカの最大の祝
日となっています。この時期に帰国したければ航空券が高
いですね！

アメリカの年末年始

国際交流コーナー

第31回内 町総合文化祭が11月11日（土）、12日（日）内 町文化会

館を主会場に開催されました。

総合文化祭には文化協会加入の21団体すべてが参加し、絵画、俳文

学、華道など2日間の作品展示が行われました。12日には永年にわたり

内 町の文化芸術の普及、発展に多大な貢献をされた出島昭雄さん（民

謡協会）、北川文子さん（詩吟協会）の文化協会功労者の表彰が行われた

後、和太鼓、詩吟、民謡などの芸能発表が行われました。

今回より金沢市との文化交流として湯涌、医王山両公民館が出演し「湯

涌ちびっこどこどん」の子どもたちによる「虫送り太鼓」や、石川県指定無

形民俗文化財の「二俣いやさか踊り」が披露され、観客の皆さんに大きな

感動を与えました。

また、19日（日）には囲碁、将棋、百人一首の各競技会が行われ、多く

の参加者が日頃の腕を競い合いました。

11月の総合文化祭の国際交流コーナーを訪問した方々、ご参加ありがとうございました。クイズに挑戦して、メキシコ
料理のタコスを試食できた方、美味しかったですか。また来年も、ぜひ見に来てくださいね。

クリスマスの木を
立てるお父さんたち

感謝祭の伝統食べ物七面鳥



た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス

10
月
24
日（
火
）内

体
育
館
で
高

齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
が
対

象
の
こ
の
大
会
、
今
年
も
多
く
の
方
々

が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
対
抗

で
ラ
ケ
ッ
ト
リ
レ
ー
や
ボ
ー
ル
送
り

ゲ
ー
ム
等
５
種
目
の
合
計
点
数
で
順

位
を
争
い
ま
し
た
。
ど
の
種
目
で
も
い

ざ
競
技
が
始
ま
る
と
、
そ
こ
は
勝
負
の

世
界
、
皆
さ
ん
真
剣
そ
の
も
の
で
す
。

結
果
は
第
１
位
大
根
布
チ
ー
ム
、
第
２

位
宮
坂
チ
ー
ム
、
第
３
位
西
荒
屋
チ
ー

ム
と
な
り
ま
し
た
。

歓
声
、
笑
顔
の
絶
え
な
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会

内

町
の
企
業
誘
致
活
動
に
よ
り
、
11
月
１

日
に
、
イ
ン
ド
の
タ
ミ
ル
ナ
ド
ゥ
州
に
本
社
を

置
く
Ｉ
Ｔ
企
業
メ
イ
プ
ル
ス
社
が
、
当
町
の
大

清
台
に
日
本
支
店
を
開
設
し
ま
し
た
。

同
社
は
、
町
内
で
来
春
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

技
術
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
管
理
な
ど
の
講
座
を

開
講
し
Ｉ
Ｔ
技
術
者
の
養
成
を
行
な
う
計
画
を

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
手
人
材
派
遣
会
社
と
提
携
し
、
国

内
各
地
か
ら
の
受
講
生
募
集
や
、
技
術
者
の
企

業
へ
の
派
遣
も
行
な
う
予
定
を
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
イ
ン
ド
本
社
か
ら
１
名
が
日
本
支
店

に
赴
任
し
、
来
春
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
に
向
け
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

内
町
に
イ
ン
ド
Ｉ
Ｔ
企
業
が
日
本
支
店
を
開
設

10
月
27
日（
金
）か
ら
29
日（
日
）に

か
け
て
、
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン

日
本
海
本
祭
が
開
催
さ
れ
、
28
日（
土
）

に
は
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
の
一
つ
と
し
て

内

町
総
合
公
園
で
30
組
余
り
が
演

舞
を
披
露
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
多

く
の
人
が
集
ま
り
、
う
ち
な
だ
愉
快
な

仲
間
た
ち
、
神
楽
天
心
と
い
っ
た
地
元

チ
ー
ム
か
ら
町
内
小
学
校
の
児
童
た

ち
に
よ
る
演
舞
、
県
内
外
か
ら
参
加
し

た
実
力
派
チ
ー
ム
に
よ
る
華
や
か
で

力
強
い
演
舞
に
会
場
は
大
変
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

熱
気
溢
れ
る
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン

１
０
０
歳
の
長
寿
と
な
ら
れ
た
の

は
、10
月
19
日
に
喜
多
志
げ（
向
陽
台
）

さ
ん
、
11
月
７
日
に
夕
陽
ケ
丘
苑
に

入
所
さ
れ
て
い
る
米
田
平
一
（
向
粟

崎
）さ
ん
が
、
め
で
た
く
満
１
０
０
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

お
二
人
に
は
、
町
か
ら
祝
金
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
、
ご
家
族
と
と
も
に

長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

本
町
の
１
０
０
歳
以
上
の
高
齢
者

は
、１
０
４
歳
を
最
高
に
、喜
多
さ
ん
、

米
田
さ
ん
を
加
え
５
人
と
な
り
ま
し

た
。

祝
１
０
０
歳
の
長
寿
お
二
人

17
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総　 務　 課 1286-6720
税　 務　 課 1286-6706

お問い合わせは
こちらまで

役場代表 1286-1111

総 務 部

企画財政課 1286-6723
行財政改革推進室 1286-6723
男女共同参画室 1286-6723
情報政策課 1286-6753
公聴広報室 1286-6753

ま ち づ く り 政 策 部

町民生活課 1286-6701
次世代育成支援対策室

1286-6701
環境対策室 1286-6701
健康推進課 1286-6702
介護福祉課 1286-6703
地域包括支援センター

1286-6703

町 民 福 祉 部

産業振興課 1286-6708
企業立地推進室 1286-6708
都市建設課 1286-6710
北部開発対策室 1286-6713

都 市 整 備 部

水道電気課 1286-1115
下 水 道 課 1286-6718

企 業 局

生涯学習課 1286-6716
学校教育課 1286-6717

■会　計　課 1286-6707
■議会事務局 1286-6715
■保健センター 1286-6101
■消 防 本 部 1286-3301

■図　書　館 1286-1930
■文 化 会 館 1286-1123
■働く女性の家 1237-6440
■屋内温水プール 1286-1800
■（財）公共施設等管理公社

1286-1800
■社会福祉協議会 1286-6953

教 育 委 員 会

暮
ら
し
の
情
報

税
務
課
パ
ー
ト
職
員
募
集

町
民
生
活
課
パ
ー
ト
職
員
募
集

内
　
町
サ
イ
ク
リ
ン
グ

タ
ー
ミ
ナ
ル
清
掃
員
募
集

内
　
町
福
祉
会

夕
陽
ヶ
丘
苑
職
員
募
集

募
　
集

■
職
種
及
び
採
用
人
員

税
務
資
料
整
理

２
名

■
応
募
資
格

内

町
在
住
で
満
年
齢
60
歳
ま
で
の
健
康
な

方
。
パ
ソ
コ
ン（
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
）を
操
作

で
き
る
方
。

■
勤
務
条
件

１．
賃

金：

時
給
７
６
０
円

２．
勤
務
期
間：

平
成
19
年
１
月
15
日（
月
）か

ら
３
月
15
日（
木
）（
土
日
を
除
く
）

３．
勤
務
時
間：

１
日
４
時
間（
８:

30
〜
12:

30

若
し
く
は
13:

00
〜
17:

00
）

■
応
募
期
限
▼
12
月
25
日（
月
）

■
応
募
要
領

税
務
課
で
交
付
す
る
願
書
、
履
歴
書
を
期
限
ま

で
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

■
願
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
部

税
務
課

■
職
種
及
び
採
用
人
数

浴
場
清
掃
員

１
名

■
応
募
資
格
▼
内

町
に
住
所
を
有
し
、
満

年
齢
20
歳
以
上
65
歳
迄
の
健
康
な
方

■
勤
務
条
件
▼

１．
賃

金

日
額
２，
０
０
０
円

２．
勤
務
時
間

午
前
８
時
〜（
１
時
間
半
程
度
）

交
替
勤
務（
勤
務
月
15
日
程
度
）

■
採
用
予
定
日
▼
平
成
19
年
１
月
よ
り

■
応
募
期
限
▼
12
月
20
日（
水
）ま
で

■
応
募
要
領

内

町
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
交
付
す

る
願
書
、
履
歴
書
を
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
願
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

内

町
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

1
２
８
６
―

３
７
６
６

■
職
種
及
び
採
用
人
員

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
児
童
厚
生
員

１
名

■
応
募
資
格

内

町
在
住
で
年
齢
55
歳
ま
で
の
健
康
な
方

■
勤
務
条
件

１．
賃
金

時
給
８
６
５
円

２．
勤
務
日
・
時
間

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
午
後
６

時
ま
で

■
採
用
予
定
日
▼
１
月
４
日（
木
）

■
応
募
期
限
▼
12
月
20
日（
水
）

■
応
募
要
領

町
民
生
活
課
で
交
付
す
る
願
書
、
履
歴
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
願
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

町
民
生
活
課

■
採
用
人
員

①
介
護
職
員

２
名

②
パ
ー
ト
介
護
職
員

若
干
名

■
応
募
資
格

い
ず
れ
も
介
護
福
祉
士
又
は
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以

上
の
資
格
を
取
得
の
方
で
①
に
つ
い
て
は
満
年

齢
45
歳
ま
で
、
②
に
つ
い
て
は
満
年
齢
55
歳
ま
で

の
健
康
な
方
。

■
勤
務
条
件
等

１．
賃
金

内

町
福
祉
会
規
定
に
よ
る

２．
勤
務
時
間

①
に
つ
い
て
は
１
週
当
り
40
時
間
勤
務
で
夜
間

勤
務
あ
り
。
②
に
つ
い
て
は
概
ね
１
日
４
時
間

程
度
。（
時
間
応
相
談
）

■
採
用
予
定
日
▼
平
成
19
年
１
月
１
日（
月
）

（
応
談
に
よ
り
変
更
可
能
）

■
応
募
期
限
▼
12
月
20
日（
水
）

■
応
募
要
領

夕
陽
ヶ
丘
苑
で
交
付
す
る
申
込
書
に
資
格
証
明

書
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

内

町
福
祉
会

夕
陽
ヶ
丘
苑

1
２
８
６
―

９
９
１
１

18
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暮
ら
し
の
情
報

65
歳
か
ら
69
歳
ま
で

医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

障
害
者
温
泉
施
設
利
用
料

助
成
制
度
の
ご
案
内

育
て
よ
う
一
人
一
人
の
人
権
意
識

第
58
回
人
権
週
間
（
12
月
4
日
〜
10
日
）

お
知
ら
せ

〈
広
告
〉

表 井 商 事
おもていしょうじ

〈営業日〉金・土・日 〈営業時間〉AM10：00～PM6：30
内 町鶴ヶ丘2－24 TEL（076）286－4118

※この地で30年の信頼と実績！
※一度お立ち寄り下さい。楽しめます！

東京都・JRその他私鉄の
忘れ物・落とし物販売の店

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
保
健
師
、
助
産

師
、
看
護
師
、
准
看
護
師
、
歯
科
衛
生
士
及
び

歯
科
技
工
士
は
、
各
法
律
に
基
づ
き
、
２
年
ご

と
に
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

今
年
は
届
出
の
年
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
届

出
並
び
に
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象

１．
平
成
18
年
12
月
31
日
現
在
、
我
が
国
に
住

所
の
あ
る
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師

２．
平
成
18
年
12
月
31
日
現
在
、
石
川
県
で
就

業
中（
産
前
・
産
後
休
暇
、
育
児
休
業
者
を

含
む
）の
保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
・
准

看
護
師
・
歯
科
衛
生
士
・
歯
科
技
工
士

■
提
出
期
限
▼
平
成
19
年
１
月
15
日（
月
）

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

石
川
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

河
北
地
域
セ
ン
タ
ー

1
２
８
９
―

２
１
７
７

内

町
で
は
65
歳
の
誕
生
月
の
翌
月（
１
日

生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
）か
ら
支
払
っ
た
医
療
費

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■
今
月
の
該
当
者

昭
和
17
年
１
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

【
注
】65
歳
に
な
ら
れ
る
方
で
身
体
障
害
者
１

級
・
２
級
・
３
級
及
び
療
育
Ａ
・
Ｂ
の
手
帳
を
お
持

ち
の
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
現
役
世
代

並
み
所
得
が
あ
る
方（
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円

以
上
あ
り
、
か
つ
単
身
世
帯
で
３
８
３
万
円
以
上

の
年
収
の
あ
る
方
）は
、
助
成
の
対
象
外
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
受
付
開
始
日
▼
12
月
20
日（
水
）

※
該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
後
日
案
内
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

健
康
推
進
課

障
害
の
あ
る
方
が
指
定
の
温
泉
旅
館
に
宿
泊
さ

れ
る
場
合
、
事
前
の
申
請
に
よ
り
、
宿
泊
料
金
の
割

引
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る「
指
定
宿
泊
施
設
利
用

助
成
券
」を
配
布
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
は
、
町
内
に
在
住
さ
れ
、
身
体
障
害
者
手

帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お

持
ち
の
方
で
す
。
な
お
、
重
度
障
害
者
の
場
合
、
介

助
者（
原
則
１
人
）も
割
引
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

助
成
額
は
、
１
人
１
回
の
宿
泊
に
つ
き
３，

０
０
０
円
で
す
。
た
だ
し
、
１
人
年
間
１
回
の

み
利
用
可
能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

介
護
福
祉

―
思
い
や
り
の
心
・

か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
―

人
権
擁
護
機
関
で
は
、
本
年
も
人
権
週
間
に

お
け
る
強
調
事
項
を
定
め
、こ
れ
を
重
点
テ
ー
マ

と
し
て
人
権
デ
ー
の
意
義
や
人
権
意
識
を
高
揚

す
る
た
め
に
啓
発
活
動
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

な
お
、
法
務
局
ま
た
は
そ
の
支
局
に
お
い
て

は
、
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
受
け
る「
人
権

常
設
相
談
所
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
相
談
内
容
の
秘
密
は
守
り
ま
す
。
困

っ
た
こ
と
や
、
悩
み
事
を
お
持
ち
の
方
は
、
遠

慮
な
く
法
務
局
あ
る
い
は
人
権
擁
護
委
員
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
内

町
で
は
毎
月
第
３
金
曜
日
午
後

１
時
か
ら
４
時
ま
で
、
働
く
女
性
の
家
で
人
権

擁
護
委
員
、
行
政
相
談
委
員
、
社
会
福
祉
協
議

会
福
祉
相
談
専
門
員
に
よ
る
人
権
・
行
政
相
談

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

（
人
権
常
設
相
談
所
）

金
沢
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

1
２
３
１
―

１
２
４
４

（
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）

1
０
５
７
０
―

０
７
０
―

８
１
０

（
子
ど
も
人
権
１
１
０
番
）

1
０
５
７
０
―

０
７
０
―

１
１
０
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医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
等

の
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
！
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税
に
つ
い
て
の
作
品
入
選
者

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
平
成
19
年
１
月
10
日
ま
で

農
業
の
担
い
手
育
成
相
談
窓
口
を
設
置

い
し
か
わ
の
森
づ
く
り
税
（
仮
称
）

案
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

水
道
管
の
漏
水
調
査
に
ご
協
力
を

飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
！

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人
名
簿
は
、
有
権

者
か
ら
の
申
請
に
基
づ
い
て
毎
年
１
月
１
日
現

在
、
そ
の
選
挙
資
格
を
調
査
し
て
調
製
さ
れ
ま

す
。
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
範
囲
は
、
次
の
事

項
を
い
ず
れ
も
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

１．
内

町
に
住
所
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と

２．
年
齢
が
満
20
歳
以
上
の
者（
昭
和
62
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
）で
あ
る
こ
と

３．
次
の
各
号
の
一
つ
に
該
当
す
る
者
で
あ
る

こ
と

(1)
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作
の

業
務
を
営
む
者

(2)
(1)
の
者
の
同
居
の
親
族
又
は
配
偶
者
で
、

年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事

し
て
い
る
と
農
業
委
員
会
が
認
め
た
者

(3)
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作
の
業

務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
、

社
員
又
は
株
主
で
、
年
間
お
お
む
ね
60

日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
と
農
業
委

員
会
が
認
め
た
者

以
上
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
１
月
10
日

ま
で
に
農
業
委
員
会
又
は
地
区
公
民
館
へ

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会

1
２
８
６
―

６
７
０
８

選
挙
管
理
委
員
会

1
２
８
６
―

６
７
２
０

※
申
請
書
は
、
各
地
区
公
民
館
に
備
え
付
け
て

あ
り
ま
す
。

金
沢
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
主
催
に
よ

る
平
成
18
年
度
『
税
に
つ
い
て
の
作
品
』の
募
集

に
お
い
て
、
内

町
の
小
中
学
校
よ
り
多
数
の

応
募
が
あ
り
、
次
の
方
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

■
作
文
の
部

○
金
沢
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

内

中
学
校

１
年

荒
川

雄
大

■
書
道
の
部

○
北
陸
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
長
賞

清
湖
小
学
校

６
年

北
川

梨
絵

○
金
沢
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

大
根
布
小
学
校

６
年

濱

愛
美

鶴
ヶ
丘
小
学
校

６
年

八
田

裕
子

向
粟
崎
小
学
校

５
年

中
條

真
衣

内

町
企
業
局
水
道
電
気
課
で
は
、
見
え
な

い
漏
水
を
発
見
す
る
た
め
道
路
や
宅
地
内（
メ

ー
タ
ー
付
近
）の
漏
水
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

○
調
査
の
方
法

１．
お
客
様
の
敷
地
内
に
立
ち
入
り
、
水
道
メ

ー
タ
ー
器
で
音
聴
に
よ
り
漏
水
の
有
無
を

調
べ
ま
す
。
調
査
時
間
は
２
〜
３
分
間
で

す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

２．
調
査
は
、
公
道
及
び
宅
地
内
の
メ
ー
タ
ー

器
ま
で
で
、
屋
内
配
管
ま
で
調
査
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

３．

調
査
員
は
、
特
殊
な
漏
水
調
査
機
器（
音

聴
棒
、
漏
水
探
知
機
な
ど
）を
用
い
調
査

を
行
い
ま
す
。

４．
調
査
員
は
、
内

町
が
委
託
し
た
業
者
で

身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

○
調
査
時
期：

平
成
19
年
１
月
末
ま
で

○
調
査
地
区

向
粟
崎
１
〜
５
丁
目
、ア
カ
シ
ア
１
〜
２
丁
目
、

ハ
マ
ナ
ス
１
〜
２
丁
目
、
旭
ヶ
丘

以
上
の
地
区
の
漏
水
調
査
を
実
施
し
ま
す
の
で

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
▼
企
業
局

水
道
電
気
課

河
北
郡
市
で
は
農
業
従
事
者
の
減
少
や
高
齢

化
が
進
行
し
、
耕
作
放
棄
地
も
増
加
し
て
い
ま

す
。「
集
落
営
農
す
る
に
は
」「
認
定
農
業
者
に
な

り
た
い
」な
ど
、
農
業
の
元
気
な
担
い
手
を
育
成

す
る
た
め
の
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り
設
置
し

ま
し
た
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

・
内

町
役
場

産
業
振
興
課

・
石
川
県
県
央
農
林
総
合
事
務
所

津
幡
農
林
事
務
所

1
２
８
９
―

４
１
５
８

・
Ｊ
Ａ
石
川
か
ほ
く
経
済
部

1
２
８
８
―

７
５
５
５

・
河
北
郡
市
広
域
担
い
手
育
成
総
合

支
援
協
議
会(

津
幡
農
林
事
務
所
内)

1
２
８
９
―

５
５
９
９

県
で
は
「
い
し
か
わ
の
森
づ
く
り
税（
仮
称
）」

を
検
討
し
て
お
り
、
そ
の
概
要
説
明
会
を
次
の

通
り
開
催
し
ま
す
。

■
日

時

12
月
17
日（
日
）午
後
２
時
〜

■
場

所

内

町
役
場
１
階

１
０
１
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
先

石
川
県
農
林
水
産
部
森
林
管
理
課

（
税
の
使
途
な
ど
森
づ
く
り
に
関
す
る
こ
と
）

1
２
２
５
―

１
６
４
２

石
川
県
総
務
部
税
務
課（
税
に
関
す
る
こ
と
）

1
２
２
５
―

１
２
７
１

最
近
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
悲
惨
な
交
通
事
故

が
全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
は
悪
質
な
違
反
で
あ
り
、
ま
た
一

度
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
が
発
生
す
れ
ば
、

本
人
・
被
害
者
の
み
な
ら
ず
、
家
族
・
親
戚
、
関

係
者
に
深
い
悲
し
み
が
訪
れ
ま
す
。

幸
い
、
内

町
に
お
い
て
は
、
本
年
１
月
１
日

か
ら
11
月
12
日
現
在
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
人
身

事
故
は
発
生
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら

の
時
期
は
酒
を
飲
む
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
乗
ら
せ
る
な
・
乗
る
な
ら

飲
む
な
飲
ま
せ
る
な
」を
合
言
葉
に
、
こ
れ
か
ら

も
町
民
一
丸
と
な
っ
て
、
飲
酒
運
転
を
根
絶
し

ま
し
ょ
う
。
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高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
つ
い
て

冬
期
間
・
年
末
年
始
の
ご
み
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

第
2
期
に
つ
い
て

古
着
類
、
古
紙
類
を

無
料
回
収
し
ま
す
！

１２月２９日(金) 午前８時３０分～午後４時

１２月３０日(土) 午前８時３０分～正午

１２月３１日(日)

1１月1１日(月)
年末・年始休場日

1１月1２日(火)

1１月1３日(水)

1１月1４日(木) 午前８時３０分～午後４時

営業日 営業時間

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
第
２
期
の
接

種
は
済
ん
で
い
ま
す
か
？

【
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
第
２
期
】

■
対
象

平
成
12
年
４
月
２
日
〜
平
成
13
年
４
月
１
日

生
ま
れ（
保
育
所
等
の
年
長
児
）で
、
麻
し
ん
、

風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な
い
お
子
さ
ん

■
接
種
期
間

平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で

ま
だ
接
種
が
済
ん
で
い
な
い
お
子
さ
ん
は
、

「
接
種
券
・
予
診
票
」
を
ご
持
参
の
う
え
、
医
療
機

関
で
お
受
け
下
さ
い
。

「
接
種
券
・
予
診
票
」が
お
手
元
に
な
い
方
、

既
に
麻
し
ん
又
は
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が

あ
る
お
子
さ
ん
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
予
防
接
種
は
お
子
さ
ん
の
体
調
が
良

い
時
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

周
知
の
よ
う
に
接
種
期
間
の
終
わ
り
は
、
混

み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
に

受
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

65
歳
以
上
の
方
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
を
一
部
自
己
負
担
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

接
種
期
間
は
、
平
成
18
年
12
月
31
日
ま
で
で
す
。

「
接
種
券
・
予
診
票
」が
既
に
送
ら
れ
て
い
ま

す
。
詳
細
は
個
別
通
知
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
接

種
を
希
望
す
る
方
は
、
医
療
機
関
に
事
前
予
約

し
、「
接
種
券
・
予
診
票
」を
ご
持
参
の
上
、
接
種

く
だ
さ
い
。

「
接
種
券
・
予
診
票
」が
お
手
元
に
な
い
方
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

冬
は
、
乾
燥
し
や
す
く
、
ウ
イ
ル
ス
も
増
殖

し
や
す
い
時
期
で
す
。
体
調
を
整
え
、
か
ぜ
・

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
、
健
康
に
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

河
北
郡
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
「
計
量
棟
」

横
に
お
い
て
古
着
類
、
古
紙
類
と
い
っ
た
資
源

物
の
無
料
回
収
を
行
い
ま
す
。
ご
み
減
量
化
の

た
め
、
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時
▼
12
月
10
日（
日
）、
12
月
17
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
持
ち
込
み
で
き
る
も
の

１．
古
着
類

２．
古
紙
類

（
新
聞
紙
、
雑
誌
、
雑
が
み
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
）

※
注
意
事
項

・
古
着
の
洗
っ
て
い
な
い
も
の
、
汚
れ
て
い
る

も
の
は
持
ち
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
事
業
所
か
ら
出
る
も
の
は
持
ち
込
み
で
き
ま

せ
ん
。

■
搬
入
場
所

河
北
郡
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ「
計
量
棟
」横

（
津
幡
町
字
領
家
ル
９
番
地
１
）

■
問
い
合
わ
せ
先

河
北
郡
市
広
域
事
務
組
合

1
２
８
８
―

４
５
４
５

■
冬
期
間
に
河
北
郡
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
、
河
北
郡
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
を
利
用

さ
れ
る
方
へ

・
あ
ら
か
じ
め
積
雪
状
況
等
を
電
話
で
ご
確
認

の
上
、
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
そ
の
他
、
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
積
雪
時
に
お
け
る
ご
み
収
集
に
つ
い
て

１

除
雪
の
励
行

・
ご
み
収
集
車
が
通
行
で
き
る
よ
う
に
、
狭
い

道
路
及
び
生
活
道
路
の
除
雪
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

・
路
上
駐
車
は
、
除
雪
機
械
や
ご
み
収
集
車
が

通
行
で
き
ま
せ
ん
の
で
厳
禁
で
す
。

２

ご
み
の
出
し
方

・
積
雪
に
よ
り
、
ご
み
収
集
車
が
通
行
で
き
な

い
場
合
、
ご
み
収
集
車
が
通
行
可
能
な
道
路

ま
で
ご
み
を
持
ち
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

・
ご
み
袋
が
雪
の
下
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
冬
期
間
は
、
道
路
状
況
に
よ
り
収
集
が
遅
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

３

豪
雪
時
に
お
け
る
収
集
の
停
止
に
つ
い
て

・
収
集
が
困
難
な
状
況
の
場
合
、
町
か
ら
該
当

地
区
へ
連
絡
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
年
末
年
始
の
ご
み
持
ち
込
み
に
つ
い
て

河
北
郡
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
河
北
郡
市

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
受
付
業
務
は
次
の
と
お

り
で
す
。

※
年
末
年
始
に
ご
み
を
持
ち
込
み
さ
れ
る
方

は
、
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
利
用
状
況
等
を
電
話
で
ご
確
認
の
上
、
お

持
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
河
北
郡
市
広
域
事
務
組
合

1
２
８
８
―

４
５
４
５

・
河
北
郡
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー（
も
え
る
ご
み
）

1
２
８
９
―

３
２
０
０

・
河
北
郡
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
も
え
な
い
ご
み
、
粗
大
ご
み
、
資
源
物
）

1
２
８
８
―

７
８
０
０

・
町
民
福
祉
部

環
境
対
策
室

12
月
31
日
と
１
月
１
日
〜
３
日
は
、
ご
み
の

収
集
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。



暮
ら
し
の
情
報

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
の

実
施
に
つ
い
て

児
童
手
当
が
小
学
校
修
了
前

ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た

庭
木
剪
定
・
雪
吊
り
講
習
会
の

お
知
ら
せ

広域行政窓口サービスのご案内
住民票の写し、戸籍証明書（謄抄本）、印鑑登録証明書等の各種証明書は次の７市町間の、どの
窓口でも交付ができます。

●サービスの概要

※なお、当町の住民が上記の市町で印鑑登録証明書の交付を受ける場合は、平成18年９月４日より引替えをお願いし
ております新印鑑登録証（カード）が必要です。
旧登録証では交付できませんので、内 町役場窓口にて引替えの上、ご利用願います。
問い合わせ先 内 町役場 町民福祉部 町民生活課

取扱っている市町

交付できるもの

交付に必要なもの

利用できる人

受付日

受付時間

手数料

手続きのしかた

金沢市・白山市・かほく市・野々市町・川北町・津幡町・内 町
※詳しくは各市町の窓口でお訪ねください。

住民票の写し・印鑑登録証明書
登録原票記載事項証明書

各証明書等は印鑑（認印）、印鑑登録証明書は印鑑（認印）とカード

月曜日～金曜日（ただし、祝祭日および年末年始は除く）

午前９時～午後４時30分

住民登録または本籍地のある市町の手数料条例に基づく金額

窓口に備えてある「広域窓口サービス用交付請求書」に必要事項を記入し、提出してください。

本人または、本人と同一世帯の人 本人または、本人と同一戸籍の人

現在の戸籍証明書（謄抄本）
戸籍の附票の写し・身分証明書(本籍地は上記７市町に限る)

年
末
の
気
ぜ
わ
し
さ
な
ど
か
ら
く
る
交
通
事

故
を
防
止
す
る
た
め
、
県
民
総
ぐ
る
み
の
交
通

安
全
県
民
運
動
を
推
進
し
、
一
人
ひ
と
り
に
交

通
安
全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
る
と
と
も
に
、

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を

習
慣
付
け
る
こ
と
を
目
的
に
、
北
陸
三
県
統
一

で
行
わ
れ
ま
す
。

■
期
間
▼
12
月
11
日（
月
）か
ら
12
月
20
日（
水
）

ま
で
の
10
日
間

■
北
陸
三
県
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う

雪
の
ふ
る
里

北
陸
路
」

■
運
動
の
重
点

・
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

「
思
い
や
る

心
ひ
と
つ
で

事
故
は
ゼ
ロ
」

・
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

「
つ
い
一
杯

鈍
る
判
断

待
つ
地
獄
」

・
夜
間
の
交
通
事
故
防
止
と
冬
道
の
安
全
走
行

に
努
め
よ
う

「
反
射
材

光
る
姿
が

身
を
守
る
」

・
う
し
ろ
の
席
も
含
め
た
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
を
し
よ
う

「
抱
っ
こ
よ
り

安
全
安
心

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
」

児
童
手
当
の
支
給
対
象
年
齢
が
、「
小
学
校

３
年
生
ま
で
」か
ら「
小
学
校
６
年
生
ま
で
」に

拡
大
さ
れ
、
同
時
に
所
得
制
限
も
緩
和
さ
れ
ま

し
た
。

新
た
に
児
童
手
当
を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る
保

護
者
の
皆
様
に
つ
い
て
は
、『
認
定
請
求
（
新

規
・
額
改
定
）』
等
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
ま
だ
、
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
至
急

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
必
要
な
も
の
】

１．
請
求
者（
保
護
者
）の
認
印

２．
請
求
者
名
義
の
預
金
通
帳（
郵
便
局
以
外
）

３．
健
康
保
険
証

４．
平
成
18
年
１
月
２
日
以
降
に
内

町
に
転

入
さ
れ
た
方
は
、
前
住
所
地
の
市
町
村
発

行
の『
平
成
18
年
度
の
所
得
証
明
書
』が
必

要
で
す
。

※
申
請
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

※
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
、
支
給
さ
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

町
民
生
活
課

内

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
60

歳
代
前
半
の
方
を
対
象
に
就
業
機
会
の
拡
大
を

目
指
し
、
各
種
技
能
の
習
得
や
知
識
の
向
上
を

図
る
目
的
で
講
習
会（
第
２
種
技
能
講
習
）を
開

催
致
し
ま
す
。

左
記
の
日
程
で
開
催
致
し
ま
す
の
で
、
受
講

ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
事
務
局
ま
で
お
電
話

に
て
お
申
込
み
下
さ
い
。

■
日
時
▼
12
月
20
日（
水
）・
21
日（
木
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
の
予
定

■
場
所
▼
内

町
役
場
１
階
１
０
１
会
議
室

定
員
が
20
名
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
頂
き

ま
す
。
※
１
日
目
は
、
講
義
・
２
日
目
は
実
技
の

予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
▼
内

町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー

1
２
８
６
―

２
９
９
２
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■
日

時

平
成
19
年
１
月
11
日（
木
）・
12
日（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
会

場

石
川
県
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

『
ふ
れ
あ
い
の
家
』（
金
沢
市
才
田
町
）

※
参
加
当
日
は
各
自
９
時
ま
で
に
会
場
に
お
集

ま
り
く
だ
さ
い
。

■
費

用

１
升
に
つ
き
２，
５
０
０
円
前
後（
桶
は
各
自
で

ご
持
参
く
だ
さ
い
）

※
簡
単
な
昼
食
を
用
意
し
ま
す
が
別
料
金
で
す
。

（
２
５
０
〜
３
０
０
円
程
度
）

■
募
集
数

１
日
に
つ
き
50
升
ま
で（
お
一
人
様
２
升
ま
で
）

※
50
升
に
な
り
次
第
締
め
き
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
先

吉
村
方
ま
で

1
２
８
６
―

２
１
７
２

■
申
し
込
み
期
間
▼
12
月
18
日（
月
）〜
22
日（
金
）

（
期
間
内
に
お
願
い
し
ま
す
）

■
主
催
▼
内

町
健
康
づ
く
り
推
進
員
会

町
内
小
学
生
に
河
北
潟
水
質
浄
化
を
題
材
と

し
た
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
90
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
次
の
と

お
り
各
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

応
募
作
品
は
12
月
15
日
ま
で
、
役
場
玄
関
ロ

ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

最
優
秀
賞

鶴
ヶ
丘
小
学
校

５
年

藤
井

飛
羽

優
秀
賞

鶴
ヶ
丘
小
学
校

２
年

中
村

亜
美

西
荒
屋
小
学
校

４
年

山
本

美
海

西
荒
屋
小
学
校

５
年

二
ツ
谷
佳
奈
子

大
根
布
小
学
校

５
年

中
本

愛
理

清
湖
小
学
校

６
年

石
井

明

最
優
秀
賞
の
作
品

生
涯
学
習
情
報 

学
び
の
風 

学
び
の
風 

学
び
の
風

内 町ＰＴＡ大会開催される！「エコみらい河北」体験教室のご案内

平
成
18
年
度

『
減
塩
味
噌
づ
く
り
』
参
加
者
募
集

河
北
潟
水
質
浄
化
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
　
入
賞
者
決
定

教室名 開催日 受講料

クリスマスペアグラスを
作ろう
（吹きガラス体験）

1２月１０日（日）、
１７日(日)

４,０００円

携帯ストラップを作ろう
（バーナーワーク体験）

１２月２３日（土）
１月１３日(土)、
２７日(土)

１,０００円

クリスマスオーナメントを
作ろう
（サンドブラスト体験）

１２月２４日（日） ５００円

サンドブラスト体験

紙すき体験

ネックレスを作ろう
（銀粘土細工体験）

１月７日(日)、
２１日(日)

１月６日(土)

１２月１６日(土)

５００円

無 料

２,０００円

第3日曜日は家庭の日 家庭や行事で、家族で共に過ごし、絆を深めましょう。

河北郡市リサイクルプラザ内「エコみらい河北」では、ガ
ラス工芸や、紙すきなどを体験することができます（要予約）。

問い合わせ・ご予約先：
河北郡市広域事務組合「エコみらい河北」
1２８８－４５４５

10月22日（日）平成18年度内 町ＰＴＡ大会が内 町役

場町民ホ－ルで開催されました。

開会式に引続きＰＴＡ功労者の表彰式が行われ、ＰＴＡ活動

に尽力された10名の方々に表彰状及び記念品が授与され

ました。式典後、能美市在住の石井英樹氏を迎え「今想うこ

と」と題して記念講演が行われました。

受賞者の皆さんは次のとおりです。

●内 町教育委員会表彰
受賞者 （推薦ＰＴＡ）

端 一彦（清湖小学校）
西村 隆司（清湖小学校）
荒井 宏子（鶴ヶ丘小学校・

内 中学校）
中居 洋人（大根布小学校）

●内 町ＰＴＡ連合会長表彰
受賞者 （推薦ＰＴＡ）

北川真理江（向粟崎小学校）
高村 久代（清湖小学校）
渡辺 雅司（大根布小学校）
岩本 正美（大根布小学校）
岡部 知憲（西荒屋小学校）
中新 陽子（西荒屋小学校）
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受講生募集中

講座名

始めようスイミング《初級》

始めようスイミング《初級》

ステップアップスイミング《中級》

ステップアップスイミング《中級》

マスターズスイミング《上級》

マスターズスイミング《上級》

平成18年12月29日(金)から平成19年1月3日(水)
までは、下記のとおりとなります。1月4日(木)より平
常営業いたしますのでご利用ください。なお、平成
19年1月9日(火)に、施設点検のため、休館させてい
ただきます。

内 体育館、向粟崎体育館、
勤労者体育センター、武道館、弓道場、
野球場、総合公園テニスコート、
鶴ヶ丘テニスコート、総合グラウンド

年末年始の営業施設

福祉センター展望浴場
『ほのぼの湯』

福祉センター『憩』
サイクリングターミナル 宿泊部門

県立自転車競技場
歴史民俗資料館・風と砂の館

サイクリングターミナル
『展望レストラン』

サイクリングターミナル浴場

屋内温水プール
及び トレーニング室

12/29（金）

10：00～21：30

休　館

11：00～18：00

11：00～21：30

10：00～18：00

年末年始12月29日(金)～1月3日(水)は休館させていただきます。
1月4日(木)より平常営業いたします。

12/30（土）

10：00～18：00

休　館

11：00～18：00

11：00～18：00

10：00～18：00

12/31(日)
1/1（月）

休　館

休　館

休　館

休　館

休　館

1/2(火) 
1/3(水)

10：00～21：30

休　館

11：00～18：00

11：00～18：00

10：00～18：00

1/9(火)

休　館

休　館

休　館

休　館

休　館

休　館

※福祉センター及び温水プール送迎バスは、12月29日(金)～1月3日(水)まで運休とさせていただきます。1月4日(木)より平常運転いたしますのでご利
用ください。なお、1月9日(火)は施設休館のため運休とさせていただきます。

内 町体育施設使用回数券（１１枚つづり）は
どの体育施設（県立自転車競技場を除く）でもご利用できます

●福祉センター　　　　　　　　　　　　　286－3100
●サイクリングターミナル　　　　　　　　286－3766
●屋内温水プール［管理公社事務局］ 286－1800

温水プール
ピラティスって？
関節に負担をかけないゆっくりとした
動きで身体を内側から鍛える100年
の実績を持つエクササイズです。日常
生活の中の様々な不調、体型が改善
されるボディメンテ
ナンスとも言われて
います。

お問い合わせは温水プールまで
お願いします。

内 町屋内温水プール
２８６－１８００（担当 酒井）

ボクシングエアロ

ピラティス

ピラティス

曜日

月

月

木

木

金

金

木

月

金

昼夜

昼

夜

昼

夜

昼

夜

※

※

※

期 間

1月15日～3月26日

1月15日～3月26日

1月18日～3月22日

1月18日～3月22日

1月19日～3月23日

1月19日～3月23日

1月18日～3月22日

1月15日～3月26日

1月19日～3月23日

回数

10回

10回

10回

10回

10回

10回

10回

10回

10回

定員

15名

15名

15名

15名

15名

15名

15名

15名

15名

受講料

5600円

5600円

5600円

5600円

5600円

5600円

7000円

7000円

7000円

2階研修室

学
び
の
風

内 町屋内温水プールでは次の通り各種教室の受講生を募集してお
ります。いま話題のメタボリックシンドロームの予防に、ぜひこの
機会をお見逃しなく！前回、大人気で好評だったピラティスを増
設！！さぁ、一緒に身体を動かしましょう！

冬 の 教 室

電話

時間帯
昼 13：45～14：50夜 19：25～20：30※ 19：45～20：45

電話

電話

電話

財団法人内 町公共施設等管理公社

年末年始の営業案内

年末年始12月29日（金）～1月1日（月）は休館させていただきます。
1月2日（火）～4日（木）は素泊まりのみ1月5日（金）より平常営業いたします。

便利で
お得な

大好評につき増設！！
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知
っ
得
情
報

11月13日（月）まで受付分

●ベビーラック　●女児ベビー服（新生児～90cm）
●マットレスなしベッド　●学習机　●女性用かつら
●スキカル＆スキカルハット　●幼児向けビデオ　●絵本
●哺乳瓶、マグカップ　●折りたたみ式パイプベッド　●ぬいぐるみ

交渉成立
希望者

環境
対策室

提供者

登
録

（
6
ヶ
月
）

紹
介 登

録

（
6
ヶ
月
）

http://www.town.uchinada.ishikawa.jp/osirase/sittoku
◆不用品リサイクルの登録情報は内 町のホームページでもご覧いただけます。

町民福祉部 町民生活課 環境対策室 TEL.286-6701登録・問い合わせ先

家具、電気製品、乗り物、日用雑貨、音楽用品、
ベビー用品、制服（町内小中学校）

登録できる品物

無料での提供のみお取扱いします。

¡使用済毛布 ¡14インチ自転車 ¡エアロバイク ¡長火鉢
¡大根布小学校男児制服上下120cm～130cm ¡碁盤・碁石
¡血圧計 ¡ベビーモニター ¡布団乾燥機
¡大人用自転車 ¡ロデオボーイ ¡21型以上テレビ
¡農業用トラクター（野球場にトンボをかけるのに使用したい）
¡子供用自転車18～20インチ（男の子用） ¡洗濯機
¡鶴ヶ丘小学校男子制服（夏ズボン130～150cm）
¡県住用あみ戸 ¡和室用小型テーブル ¡テニスシューズ23.5cm
¡向粟崎小学校制服・体操服（130cm以上） ¡CDラジカセ
¡50cc原付バイク ¡キティちゃんあるいはいちご柄子供用毛布
¡内 中学校男子・女子制服（160cm以上）
¡新生児用チャイルドシート、ベビーカー、クーハン等ベビー用品

譲って下さい
（希望品）

¡ヤマハエレクトーン ¡椅子とテーブル（50×80cm） ¡おんぶひも
¡大根布小男児制服半ズボン140cm（冬用）150cm（夏用）
¡ブリヂストン製自動車用タイヤ195/55R15
¡ピアニカ ¡ランドセル（黒色） ¡子供用毛布
¡パイプベッド ¡座卓 ¡子供服（男子110cm～）
¡内 高校男子制服（165～170cm） ¡リコーダー
¡内 中学校女子制服（140～150cm冬服上下）
¡弓道用はかま（女子用） ¡ピンク色鳥かご ¡水槽
¡内 中学校女子制服、ブラウス、夏スカート（150cm）
¡チャイルドシート ¡ベビーカー用雨よけシート

譲ります
（提供品）

金
沢
医
科
大
学

高
齢
医
学

教
授

森
本

茂
人
氏

講

師

「
生
活
修
正
に
よ
る
認
知
症
の
予
防
に
つ
い
て
」

演

題

文
化
会
館

３
階

視
聴
覚
室

会

場

12
月
15
日（
金
）午
後
１
時
30
分
〜

日

時

12
月
の
は
ま
な
す
大
学（
第
11
回
）

内

町
働
く
女
性
の
家

と
こ
ろ

12
月
15
日（
金
）午
後
１
時
〜
４
時

と

き

―
―
心
配
ご
と
な
ん
で
も
相
談
―
―

相
隣
関
係
、
家
族
、
相
続
、
登
記
、
交
通
安
全
、
税
金
、
年
金
、
消

費
生
活
、
役
所
の
窓
口
、
公
共
施
設
、
福
祉
に
関
す
る
相
談
な

ど
人
権
擁
護
委
員
・
行
政
相
談
委
員
や
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉

相
談
専
門
員
が
、
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
来
場
下

さ
い
。

今
月
の
人
権
・
行
政
相
談

【
手
続
き
方
法
】

納
税
通
知
書
・
預
金
通
帳
・
預
金
口
座
使
用
印
を
お
持
ち
の
上
、

左
記
の
金
融
機
関
又
は
役
場
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

北
國
銀
行
・
福
井
銀
行
・
北
陸
銀
行
・
金
沢
信
用
金
庫
・
興
能
信
用

金
庫
・
の
と
共
栄
信
用
金
庫
・
石
川
か
ほ
く
農
業
協
同
組
合
・
郵
便
局

町
税（
住
民
税
、固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
）の
納
付
は
便
利
で
簡
単
な
手
続
き
の
口
座

振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。。

総
務
部

税
務
課

問
い
合
わ
せ
先

今
月
の
納
税
納
期
限

平
成
18
年
12
月
25
日（
月
）

町
税
は
納
期
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

◆
国
民
健
康
保
険
税

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
第
９
期

◆
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

…
…
…
…
…
…
第
３
期
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保
健
セ
ン
タ
ー

TEL.286-6101

1月16日［火］
平成17年6月生

1月23日［火］
平成18年9月生 対象

2月13日［火］
平成17年7月生対象

12月12日［火］
平成17年5月生

受付時間
13：00～14：00

対象

対象

2月20日［火］
平成18年10月生対象

12月19日［火］
平成18年8月生

受付時間
13：00～14：00（ ） （ ）

対象

★公費対象は、生後6か月児未満です。
（受付時間／13：00～14：00）

12月 5日［火］
平成15年8月生

受付時間
13：00～14：00

対象

1月 9日［火］
平成15年9月生対象

2月 6日［火］
平成15年10月生対象

乳児健診・予防接種

（ ）

保健センターでは、
月に１回、

健康相談日を設けています。
お気軽にご利用ください。

次回は、

2月5日［月］です。

1月15日［月］平成19年

会場 保健センター
時間 15：00～17：00

※栄養相談は
事前にご連絡
ください。

子どもの育児相談・
栄養相談※

健診後の健康相談
肥満、糖尿病、
高血圧などの相談
心の健康相談

2月 5日［月］
平成18年10月生対象

対象

1月15日［月］
平成18年9月生対象

5～6か月児の離乳食教室

12月13日［水］
13：30～15：00

（受付・身体計測／13：00～13：30）

テーマ

『こどもたちの
栄養を考えよう』
離乳食すすんでる？

5～6か月児以外の方でも、
離乳食のすすめ方などで聞きたいことがある

方はお越しください。

運動を習慣づけましょう！運動を習慣づけましょう！

3月 5日［月］
平成18年11月生

犬を飼うときには、
マナーを守りましょう。
寒くなると、犬の放し飼いが
多くなります。犬の放し飼いは

止めましょう。
◆

糞の後始末はきちんと
飼い主の責任で。

内臓脂肪は
運動で減りやすい
体の中で最も多くエネルギーを消費す

るのが「骨格筋」という、運動や姿勢を
保つ筋肉です。運動不足だと、こうした
筋肉をあまり使わないので、食事から得
たエネルギーを効率よく消費できません。
消費されなかったエネルギーは、内臓脂
肪や皮下脂肪として蓄えられます。
同じ脂肪でも、内臓脂肪は腹部の腸の

周りにたまります。腸の周りは、多くの
血管があるため、中性脂肪を分解する酵
素やホルモンが脂肪細胞に取り込まれや
すく、また、分解された脂肪も血液中に
流れ込みやすくなります。運動をすると、
中性脂肪の分解や血液中への流出が活発
になるので、内臓脂肪は運動で減りやす
いのだといわれています。
一方、皮下脂肪は、皮膚の下にたまり

ますが、毛細血管がわずかにあるだけな
ので、運動による効果が出にくいといわ
れています。

運動によってインスリン
抵抗性も改善される
血糖値をさげる働きをするインスリン

の効きが悪くなることを「インスリン抵
抗性」といいます。内臓肥満やインスリ
ン抵抗性は、高血圧や糖尿病、高脂血症
などメタボリックシンドロームの危険因
子の引き金になります。
運動は、内臓脂肪を減らすだけでなく、

インスリン抵抗性の改善に効果があり、
インスリンの効きが良くなると、細胞が
血液中の糖を積極的に取り込んで、エネ
ルギーとして利用するようになり、糖尿
病の改善になります。また、インスリン
抵抗性が改善されていくと中性脂肪の分
解酵素の働きや合成が活発になり、中性
脂肪の値も減り、さらに、善玉のHDLコ
レステロールも増加していきます。

保健センターは健康生活を応
援します！

メタボなくし隊
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手遊び・おはなし・体操など親子でお気軽にご参加下さい。

12月8日［金］・15日［金］・22日［金］
毎週金曜日１０：３０～１０：４５、１５：００～１５：１５
※12月29日（金）のおいでおいではお休みさせていただきます。

カ
ン
ガ
ル
ー
ム
／
人
口

TEL

286-3739
子育て支援センター
からのお知らせ

向粟崎
アカシア
旭ケ丘
緑台
千鳥台
向陽台
鶴ケ丘１、２、３丁目
鶴ケ丘４丁目
鶴ケ丘５丁目
大根布
大清台

1,715

448

418

775

1,322

734

1,607

934

648

1,622

483

1,803

556

479

842

1,373

806

1,653

1,022

682

1,662

466

3,518

1,004

897

1,617

2,695

1,540

3,260

1,956

1,330

3,284

949

1,204

371

331

605

899

534

1,132

721

520

1,141

442

男
人 口
女 総 数

世帯数区 分

◆内　町字別人口世帯数 平成18年10月末

大学１丁目
大学２丁目
ハマナス
宮坂
北部土地区画
西荒屋
室
湖西
計
前月増減

41

336

392

421

244

522

219

76

12,957

△１

247

330

404

437

239

534

253

79

13,867

8

288

666

796

858

483

1,056

472

155

26,824

7

265

266

285

270

145

330

148

49

9,658

14

男
人 口
女 総 数

世帯数区 分

子育て支援センター
からのお知らせ

「カンガルーム内 」は親子で自由に過ごせる集いの場です。
楽しい遊びや行事などを用意してまっていますので気軽に遊びに来てくださいね。

０歳から３歳までの遊びの教室

・パンダクラブ（ピンク・き・あお合同）

「クリスマス会」
12月13日［水］１０：００～１１：００
場所：保健センター ２階 多目的ホール
人数：親子７０組（要予約）
人形劇サークル「らくだ」さんによる楽しい人形劇や
サンタクロースがプレゼントをもってやってきます！

親子で絵本やわらべうたを楽しみましょう

12月21日［木］１０：３０～１１：３０

カンガルームに助産師さんがやってきます。
育児のこと身体の事など、何でもお気軽にご相談下さい。

12月19日［火］１０：３０～１２：００

★ きパンダのおしゃべり会
日時：１２月２０日（水）１０：００～１３：００
対象：きパンダ

（H１６年４月生まれ～H１７年３月生まれ）の親子
場所：多目的ホール

※子育てのことその他いろいろ聞きたいことなどおし
ゃべりしましょう。お弁当持参でご参加下さい。
（午前だけの参加も可）
※特に申し込みはありませんので、当日１０：００までに
カンガルームにて受付をお願いします。

★ 親子体操教室
日時：１２月１６（土）１０：３０～１１：００
対象：あおパンダ

（H１５年４月生まれ～H１６年３月生まれ）の親子
人数：２０組（要予約）

※参加希望の方はカンガルームまでお申し込み下
さい。

今月の催し物

★ ピンクパンダのおしゃべり会
日時：１月１８日（木）１０：００～１３：００
対象：ピンクパンダ

（H１７年４月生まれ～H１８年３月生まれ）の親子
場所：多目的ホール

（詳細は来月号にてお知らせします）

※年末年始の休館日
１２月２８日（木）の午後より１月３日（水）まで休館
（28日の午前中は開所しております）

１月の予定
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□
□
□
□
□
□
□
□
□

ゴ
ミ
収
集
／
当
番
医

ごみ搬出量平成18年10月分

597.09
（40.90）
24.59

（△ 1.22）

633.18
（33.24）
23.60
（1.23）

17.02
（△ 5.35）

もえるごみ
（対前月比）

平成18年

578.67
（△ 20.24）

618.74
（△ 11.63）

19.53
（0.76）

平成17年

18.42

14.44

△ 2.51

差引（ － ）

3.18％

40.07
（8.61） △ 15.48 △ 38.63％

22.94
（△ 0.44） 0.66 2.88％

2.33％

△ 12.85％

増減率

もえないごみ
（対前月比）

11.50
（△ 6.44）

－
－ 11.50 －％粗大ごみ

（対前月比）
計

（対前月比）
町民1人当り（㎏）
（対前月比）

缶・びん・
ペットボトル等
（対前月比）

（単位：トン）

未来のためのリサイクル

A A BB

※祝日、振替休日も、ごみの収集をします。
ただし、12月31日、1月1日～3日は収集はありません。

1月
収集地区

向粟崎1・3・4丁目

旭 ヶ 丘

千 鳥 台

緑 台

向粟崎2・5丁目

向 陽 台

ア カ シ ア

鶴ヶ丘1・2・3丁目

鶴 ヶ 丘 4 丁 目

鶴 ヶ 丘 5 丁 目

大 清 台

ハ マ ナ ス

大 学 1 丁 目

大 学 2 丁 目

大 根 布

宮 坂

北 部 土 地 区 画

西 荒 屋

室

湖 西

12月
もえる
ごみ

粗大
ごみ

もえない
ごみ 資源物 資源物もえる

ごみ
粗大
ごみ

もえない
ごみ

毎週
火・金

毎週
月・木

毎週
火・金

17

17

17

17

12

12

12

5

12

5

5

5

5

10

10

10

10

10

10

15

15

15

15

16

16

16

9

16

9

9

9

9

8

8

8

8

8

8

10 8
30

11:00～12:00
18:30～19:30

23
19:00～20:00

23
18:00～19:00

23
19:00～20:00

23
19:30～20:30

18
19:00～20:00

18
20:00～21:00

18
19:00～20:00

19
6:30～7:30

26
6:30～7:30

25
19:00～20:00

25
19:00～20:00

21
8:00～8:30

30
8:00～9:00

30
19:00～20:00

30
18:30～19:30

30
19:00～20:00

30
19:00～20:00

30
18:00～19:00

30
18:30～19:30

毎週
火・金

毎週
月・木

毎週
火・金

13

13

13

13

8

8

8

1

8

1

1

1

1

6

6

6

6

6

6

11

11

11

11

12

12

12

5

12

5

5

5

5

4

4

4

4

4

4

6 4
26

11:00～12:00
18:30～19:30

19
19:00～20:00

19
18:00～19:00

19
19:00～20:00

19
19:30～20:30

21
19:00～20:00

21
20:00～21:00

21
19:00～20:00

22
6:30～7:30

29
6:30～7:30

28
19:00～20:00

28
19:00～20:00

24
8:00～8:30

26
8:00～9:00

26
19:00～20:00

26
18:30～19:30

26
19:00～20:00

26
19:00～20:00

26
18:00～19:00

26
18:30～19:30

12月～1月

12月13日［水］
01月17日［水］

12月14日［木］
01月18日［木］

12月15日［金］
01月19日［金］

●向粟崎保育所
●宮坂保育所
●北部保育所

●緑台保育所
●鶴ヶ丘保育所
●向陽台保育園

●鶴ヶ丘東保育所
●大根布保育所

休日リサイクルとして、新聞・雑誌・ダンボール等の持込収集を次のとおり
行います。ご協力をお願いします。

問い合せ先

12月17日［日］午前10時～午前11時30分（時間厳守・雨天決行）
場　所

収集品目 ①新聞（チラシが混ざっていても構いません。）
②雑誌類　③ダンボール（止め金ははずしてください。）

注意事項 ●ビニール類は取り除いてください。●はさみ、カッター類を持参し、
その場でひも類は切ってください。●持込場所ではボランティアスタ
ッフの指示に従い、種類別にかごに入れてください。●引き取り料は
ありません。

日　時

町民生活課 環境対策室 TEL.286-6701

田中畜産食肉㈱内 工場前駐車場（大根布5丁目73 ㈲中山器材産業横）

紺井医院（内・小）

石倉クリニック（外科・皮）
内 町緑台1丁目7 TEL.238-1277

津幡町北中条40街区8番 TEL.289-7767

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞等でご確認ください。

17［日］

23［土・祝］

24［日］

31［日］

12月
December

10［日］
1月
January

1［月・祝］

かわむら整形外科医院

沖野クリニック（小・内）
津幡町横浜ヘ35-3 TEL.288-2555

かほく市高松ノ1の9 TEL.281-0500
おおたクリニック（内・小）

二ツ屋病院（内）
津幡町太田は112 TEL.288-6000

かほく市二ツ屋リ72 TEL.281-0172
宇野気医院（内・小）

望月眼科医院
かほく市宇野気33の6 TEL.283-0103

内 町旭ケ丘142 TEL.239-1515
かねだ医院（内・神経内）

金原皮膚科医院
かほく市高松ヲ2-6 TEL.281-1164

内 町アカシア1丁目48 TEL.237-7950
久保医院（内・小）

藤井産婦人科医院
かほく市宇野気ヌ167 TEL.283-0017

内 町向陽台1丁目225 TEL.238-5151

いこま眼科医院

なかお医院（内）
津幡町津幡ニ522 TEL.289-4175

かほく市七窪ハ17-6 TEL.283-6655
松岡医院（内・小）

秋山クリニック（胃腸・内・肛門）
津幡町越中坂90 TEL.288-1013

内 町ハマナス1-8-1 TEL.286-8843
船木整形外科医院

サンクリニックやまだ（小・内）
かほく市白尾イ44-1 TEL.283-4353

津幡町潟端461-10 TEL.289-3929
きた眼科クリニック

村田医院（内・小）
かほく市白尾イ50-1 TEL.283-1515

内 町鶴ヶ丘2丁目8-15 TEL.286-0300

2［火・休］

3［水・休］

7［日］

8［月・祝］
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□
□
□
□
□
□
□
□
□

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

宮
坂
の
祭
で
振
る

獅
子
頭
（
通
称：

白

獅
子
）
に
は
前
田
家

の
梅
鉢
の
紋
が
入
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は

か
つ
て
黒
津
船
地
内

に
あ
っ
た
小
浜
神
社

が
加
賀
藩
前
田
家
の

祈
願
所
と
し
て
重
き

を
な
し
た
こ
と
に
由

来
し
て
お
り
、
県
内

で
も
梅
鉢
の
入
っ
た

獅
子
頭
は
2
つ
し
か

な
い
そ
う
で
す
。

そ
し
て
そ
の
繋
が
り
で
今
年
の
六
月
、
金
沢
市
の
百
万
石
祭
り
の

際
に
尾
山
神
社
に
獅
子
舞
を
奉
納
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
黒
津
船
・
宮
坂
の
歴
史
の
な
か
で
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
先
祖

代
々
続
く
獅
子
舞
を
尾
山
神
社
で
実
際
に
私
が
振
ら
せ
て
も
ら
っ
た

こ
と
は
、
感
動
と
と
も
に
大
変
名
誉
に
感
じ
ま
し
た
。

祭
は
地
域
の
文
化
で
あ
り
、
大
切
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

伝
統
あ
る
宮
坂
の
祭
り
は
毎
年
7
月
に
行
わ
れ
ま
す
の
で
皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

小
さ
な
頃
か
ら
遊
ん
で
い
た
海
岸
が
侵
食
に
よ
っ
て
非
常

に
狭
く
な
っ
て
い
ま
す
。
な
ん
と
か
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。

次回のまいどさんは
生田さんから
誰にバトンタッチ
するのかお楽しみに!

このコーナーでは、
毎回出場者に次回出場者を

リレー方式で
紹介してもらいます。

今
月
は

石
井
弘
一
さ
ん
か
ら
紹
介
の
あ
っ
た

生
田
勇
人
さ
ん

に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

い
し
い

こ
う
い
ち

い
く
た

は
や
と

生田勇人さん

こ
ど
も
教
育
相
談

1
２
８
６
ー
０
１
５
１

午
後
１
時
〜
４
時（
月
〜
金
曜
日
）

小
・
中
学
生
と
保
護
者
を
対
象

に
し
ま
す
。

内

町
教
育
セ
ン
タ
ー

内

町
社
会
福
祉
協
議
会

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
工
房

様
よ
り
ご
寄
付
を
頂
き

ま
し
た
。

◆
匿
名
の
方
よ
り
ご
寄
付
を
頂
き

ま
し
た
。

平
成
18
年
11
月
10
日
迄

氏

名

父
・
母

住

所

八
木

や

ぎ

琉
り
ゅ
う

雅が

貴
裕
・
出
帆

旭
ケ
丘

岡お
か

田だ

七
虹

な

な

こ

修
二
・
順
子

西
荒
屋

松ま
つ

田だ

心み

優ゆ
う

龍
典
･
円

大
根
布
７

北
山

き
た
や
ま

碧
姫

た

ま

き

寛
･
ゆ
か
り

鶴
ケ
丘
４

島し
ま

野の

友ゆ
う

希き

輝
･
由
美

旭
ケ
丘

守も
り

田た

昂
平

こ
う
へ
い

誠
･
千
秋

鶴
ケ
丘
２

田た

丸ま
る

生
吹

い

ぶ

き

正
人
・
彩

鶴
ケ
丘
１

武む

藤と
う

陽は
る

香か

健
太
郎
・
裕
子

大
根
布
と

森
山

も
り
や
ま

奈
那
香

な

な

か

健
太
郎
・
裕
美

大
根
布
１

佐
野

さ

の

快か
い

弥や

光
彦
・
夕
里
子

大
根
布
８

八
十
出

や

そ

で

茉
央

ま

お

光
洋
・
美
和

大
根
布
３

た
か

木ぎ

万
由
佳

ま

ゆ

か

雄
樹
・
雅
代

鶴
ケ
丘
２

氏

名

父
・
母

住

所

泉い
ず
み

朱
し
ゅ
う

馬ま

浩
司
・
美
希

緑
台
１

内
潟

う
ち
か
た

倭
子

わ

こ

一
之
・
晃
子

千
鳥
台
４

加か

藤と
う

亮
り
ょ
う

二じ

緑
台
２

中な
か

村む
ら

晃あ
き

子こ

堀ほ
り

田た

文ふ
み

昭あ
き

白
山
市

荒あ
ら

木き

麻ま

岐き

千
鳥
台
１

板い
た

井い

進し
ん

悟ご

鶴
ケ
丘
３

真ま

舘だ
ち

美み

江え

前ま
え

伊
知

い

ち

郎ろ
う

鶴
ケ
丘
２

村む
ら

山や
ま

は
る
か

千
鳥
台
１

氏

名

住

所

氏

名

住

所

年

齢

八
田

は

っ

た

貞さ
だ

雄お

旭
ケ
丘

90
歳

澤
村

さ
わ
む
ら

美
代
子

み

よ

こ

鶴
ケ
丘
１

94
歳

喜
多

き

た

啓け
い
き
ち

緑
台
１

90
歳

彦
坂

ひ
こ
さ
か

辰た
つ

夫お

向
粟
崎
３

78
歳

氏

名

住

所

年

齢

喜
多

き

た

孝
た
か
し

向
粟
崎
４

64
歳

丸ま
る

田た

外
茂
次

と

も

じ

向
陽
台
２

74
歳

水み
ず

野の

國く
に

子こ

室

87
歳

室
谷

む
ろ
た
に

キ
ミ
子こ

向
粟
崎
３

74
歳

ふ
じ

馬ま

て
る
子こ

緑
台
２

82
歳

豊
原

と
よ
は
ら

勇
い
さ
む

鶴
ケ
丘
４

87
歳

岡お
か

部べ

美
香

み

か

西
荒
屋

41
歳

山
本

や
ま
も
と

菊き
く

枝え

鶴
ケ
丘
３

93
歳

前
河

ま
え
か
わ

榮
松

え
い
ま
つ

西
荒
屋

87
歳
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〒920-0292 石川県河北郡内　町字大学１丁目２番地１
TEL（076）286-1111／FAX（076）286-0617
Eメール：uchinada@town.uchinada.ishikawa.jp

●広報に掲載された写真を差し上げます。ご希望の方は広報担当まで　TEL（076）286-6753
●最新情報満載の内 町のホームページをどうぞ御活用ください。

http://www.town.uchinada.lg.jp/

うちなだの軌跡
今月のハイライト

昭和45年５月
内 火電問題おこる（前編）
（広報うちなだ昭和４５年６月号）

第18回

昭和45年5月26日、内 町と北陸電力との間で火
力発電所建設計画が、合意に達しました。しかしこのこ
とは交渉段階では町民に全く知らされておらず、町民は
27日の新聞で初めて計画を知ります。全国で公害が大
きな問題となっていた時期でもあり、町民の衝撃は大き
く反対運動が次々に巻き起こりました。鶴ヶ丘や大根布
で結成された4つの住民団体は、同年7月3日「内 公
害阻止連合」を結成し、反対運動は急速に広がっていき
ます。その年の9月に行われた町長選挙では、火電賛成

派2名の一騎打ちとなり、候補者を擁立できなかった反
対側は両候補に公開質問状を提出、現職の中本長吉候
補は公害の不安がある限り火電建設に協力しない、最終
的には町民アンケートによって可否を決めたいと回答し
ました。選挙の結果は中本氏の再選。この頃には反対運
動は町だけにとどまらず河北郡全域、金沢市にも及んで
おり、その後三重と秋田の火電を視察し、反対を決意し
た元町長中村小重氏を軸とする動きも起こっていました。
（続く）

「広報うちなだ」
●8分の１ページ相当（58ｍｍ×89ｍｍ） 10,000円／1月
●4分の１ページ相当（58ｍｍ×180ｍｍ） 20,000円／1月

「内 町ホームページ」
掲載する広告はバナー広告で、１ヶ月を単位とし毎月１日を基準日とします。
●１枠（縦50ピクセル×横125ピクセル） 5,000円／１月

広報うちなだ、内 町ホームページに広告を載せませんか！

広報うちなだは毎月11,000部印刷され、町内全世帯に配
布されるほか公共機関にも配布されます。また内 町ホーム

ページはアクセス件数が月に平均10,000件に達しており、ど
ちらも高い宣伝効果が期待されます。まずは情報政策課公聴
広報室にご連絡ください。
問い合わせ先：まちづくり政策部　公聴広報室

●反対する団体により当時発行されたパンフレット


